
 
 

 
 

る
 事
は
シ
ェ
ラ
ー
も
指
摘
し
て
 居
 

註
 8
 

 
 

 
 

口
 は
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
 、
本
 

 
 

汚
 

さ
れ
ざ
る
主
体
 

 
 

 
 

詐
 6
 

 
 

 
 

の
名
の
抜
）
 
も
 不
可
能
で
あ
る
事
を
 

 
 

 
 

ま
胡
」
 

誰
 5 （
 
0
 目
ヰ
 
0
 ロ
 
0
 鎗
 あ
の
 
ゴ
 の
Ⅱ
㏄
の
・
 

註
 3
 

 
 

 
 

が
 宗
教
哲
学
 

取
り
除
か
れ
 の

 先
覚
者
と
呼
ば
れ
る
所
以
の
も
の
は
、
 

ヵ
ン
ト
 が
 

註
 4
 

ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
言
っ
て
、
理
性
に
依
っ
て
は
 、

「
純
粋
理
性
批
判
 
ヒ
の
 

超
感
性
的
な
神
、
自
由
、
 

深 まこ 臣 吉日韓 せ一ヰ に ，つり Ⅰ レ母 」Ⅴ @ 

は 力 っ の 宗 
、 ン い 書 教   

者 シ る 四 題 
も ュ 。 部 に 

ラ 宗 に 触 
ィ 数 分 れ カ 

工学 ル 史て且ト げ、 ン 

マ 土 蕃 つ の 
ッ 、 は 最 論 

  
れ 乱   

  

の 

  

宗 論 

  

不乃 

二 % 裏 力 併 

青華 ふつ阻ト 見ンヒ 

楠 

正
弘
 

滴
 
さ
れ
ざ
る
主
体
 

｜
 カ
ン
ト
の
道
徳
的
宗
教
を
背
景
と
し
て
 



 
 

本
論
で
は
重
要
な
位
置
を
し
め
て
来
る
の
で
あ
る
。
 

ツ
ァ
 空
伺
名
ュ
は
 
書
物
「
 

る
ン
ュ
 マ
ー
レ
ン
バ
ッ
 

ィ
ス
ム
ス
 の
立
場
よ
り
、
 

の
 面
 よ
り
、
「
有
限
者
」
 カ

ン
ト
の
信
仰
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
 

を
 明
ら
か
に
し
、
こ
れ
と
「
理
念
」
と
の
 

  

の
 主
旨
を
明
ら
か
に
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

め
る
と
、
一
つ
の
思
想
の
要
 

 
 

し
、
 一
つ
の
思
想
の
有
す
る
独
自
の
意
味
や
内
容
は
 容
易
に
そ
れ
を
歴
史
の
中
に
解
体
 

 
 

 
 

が
 理
解
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

 
 

 
 

。
カ
ン
ト
の
一
・
ゎ
一
 

%
 数
論
」
を
 論
 

 
 

 
 

数
論
Ⅰ
を
、
割
合
詳
論
さ
れ
て
 居
 

 
 

 
 

の
 性
格
を
ガ
ン
ト
の
「
宗
教
論
」
 

 
 

 
 

一
つ
の
見
方
で
あ
っ
て
、
唯
一
 

 
 

哲
学
の
背
後
に
残
さ
れ
た
「
有
限
者
」
を
明
ら
か
に
 
し
ょ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
て
 、
神
 

 
 

ぅ
 と
す
る
立
場
と
は
 異
 つ
て
居
る
。
 又
 、
ヴ
ィ
ン
 デ
 ル
バ
ン
ド
の
流
を
汲
む
 シ
ュ
 ヴ
 ィ
 

 
 

 
 

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
 宗
 

詑
却
 

詑
 9
 

 
 

0
 基
礎
 L
 等
を
参
照
す
る
こ
と
に
し
た
。
 

 
 

 
 

な
く
、
客
観
的
立
場
に
お
い
て
 

 
 

 
 

際
 に
す
る
事
に
依
っ
て
、
主
題
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0
 り
の
 
臣
せ
 e
r
.
 

 
 

 
 

Ⅰ
Ⅰ
・
 

田
 
@
@
 

・
）
 

き
 2
 
 ぎ
日
 ・
の
し
 
べ
白
べ
 
・
 o
P
 
H
 
串
 ・
 

 
 

レ
ゆ
 
㏄
㏄
 
，
 
）
 

の
 ・
 健
目
 （
引
用
略
号
せ
 0
 日
 ・
 め
毛
は
臼
 ・
）
 

 
 

 
 

き
 5
 
 ぃ
ヴ
ぃ
 

Ⅰ
・
 A
 の
の
・
 

A
 べ
の
 

ま
 6
 
 い
 
す
み
 
&
.
 
A
 

ぺ
 O
1
&
 
の
 ㍉
 

註
 7
 
 手
山
 
&
.
 
&
 

の
ぺ
 
1
 卜
の
卜
 

ま
 8
 
 の
 臼
出
の
 Ⅱ
 旨
 ：
 せ
 0
 日
 ・
Ⅱ
 毛
漏
臼
 ・
の
・
の
の
十
の
篤
 

 
 

臣
 ・
 い
 ぃ
ヴ
 
甘
 0
 （
・
 

鱒
 ・
 ぢ
燵
 ）
・
引
用
略
号
 
憶
 ・
 く
 

 
 

Ⅰ
㏄
の
）
 

（
㌧
オ
レ
 

ざ
 ・
暖
子
 ざ
 ・
）
 目
 ㏄
）
（
引
用
略
号
 
幅
 Ⅰ
）
・
 旨
 ，
の
・
）
 

 
 

一
先
生
の
も
 

の
が
あ
る
。
 

 
 

を
 含
ん
で
 居
 

り
、
カ
ソ
ト
 
の
欠
陥
を
痛
烈
に
批
判
し
て
居
る
。
 

 
 

の
 Ⅰ
Ⅱ
（
田
オ
 

/
 コ
ら
 Ⅰ
 w
0
 
 

ヴ
め
の
神
の
Ⅰ
田
が
 

ロ
 
0
 
 
毛
の
田
仲
 
0
 曲
 ゴ
円
ガ
 
・
 ロ
の
 
㏄
㍉
 

 
 

 
 

 
 

」
に
関
す
 

 
 

所
を
明
ら
 

 
 

ノ
 
し
の
 

溝
 

さ
れ
ざ
る
主
体
 

 
 

ト
の
 思
想
 

 
 

し
て
、
 シ
 

 
 

論
じ
て
 行
 

 
 

併
し
 

 
 

カ
ソ
ト
的
 

 
 

反
接
 す
る
 

 
 

学
の
統
一
 

 
 

め
る
」
 ぢ
 

 
 

の
中
に
あ
 

 
 

を
し
め
て
 

 
 

す
る
に
、
 

 
 

場
は
崩
壊
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

成
 
6
@
 
㏄
Ⅰ
）
 

 
 

と
言
 ふ
 め
 

で
あ
る
。
此
の
点
は
全
く
正
鵠
を
得
て
居
る
と
思
は
れ
る
。
 

き
 Ⅱ
の
目
口
 p
q
g
 
缶
 P
 斗
 ・
 目
 ，
木
目
お
 
力
缶
碍
ぃ
 
0
 コ
 ・
）
 
ゆ
 
N
Q
 

 
 

論
 」
は
 、
 

 
 

外
し
て
論
 

 
 

ソ
ト
 の
 宗
 

 
 

深
く
 詳
し
 

 
 

す
ま
す
 広
 

 
 

と
ん
ど
 比
 

 
 

 
 

 
 

一
 一
 

 
 



    
  

家
学
派
の
流
を
汲
む
 マ
ッ
 

教
 哲
学
の
課
題
を
明
ら
か
 

的
に
相
異
っ
た
本
質
を
持
 

る
 。
 又
 、
こ
の
「
宗
教
的
 

論
じ
た
わ
げ
で
は
な
く
、
 

 
 

 
 

ネ
し
 
、
 士
示
 

 
 

 
 

は
 根
本
 

 
 

 
 

で
あ
 

 
 

 
 

史
的
に
 

現
象
学
的
与
件
と
し
て
前
提
し
て
居
る
に
す
ぎ
な
い
。
 

 
 

り
、
理
 

註
 2
 

 
 

 
 

単
に
の
べ
る
必
要
が
あ
る
。
 

現
 

 
 

 
 

学
や
哲
学
史
の
申
で
・
扱
は
る
べ
 
き
 

詫
 1
 

 
 

 
 

め
論
ピ
ェ
チ
 ス
ム
 ス
と
 同
一
視
す
 

、 ノ 理 

 
 

 
 

と
言
ひ
、
 斯
く
の
如
 き
 宗
教
は
 

 
 

 
 

類
 に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
 ヵ
 

 
 

 
 

れ
は
あ
ら
ゆ
る
信
仰
に
も
左
右
 

  

    

 
 

四
 

 
 

 
 

 
 

カ
ソ
 Ⅰ
 

 
 

「
宗
教
」
 

 
 

ハ
ツ
 ハ
 は
 

 
 

高
 性
の
 感
 

 
 

て
 、
シ
ュ
 

 
 

。
シ
ュ
マ
 

 
 

が
 出
が
の
の
，
 

 
 

の
 「
宗
教
 

 
 

（
 レ
の
 
の
Ⅰ
）
 

 
 

、
感
情
論
 

を
 挙
げ
る
事
が
出
来
る
。
 

 
 

も
 
「
宗
教
 



五
 

滑
 

さ
れ
ざ
る
主
体
 

] 信 に の    
 

 
 

く
 、
普
遍
的
に
可
能
な
も
 

 
 

ラ
 一
の
宗
教
哲
学
は
、
か
か
る
「
自
然
的
宗
教
」
と
 い
ふ
ザ
ッ
 へ
の
本
質
構
造
を
 

 
 

 
 

不
拘
 、
「
自
然
的
宗
教
」
に
 

 
 

居
る
。
そ
し
て
、
か
く
の
如
 
く
 与
件
的
に
受
容
さ
れ
 て
 居
る
自
然
的
宗
教
に
は
 歴
 

 
 

 
 

は
 現
代
宗
教
学
に
お
け
る
、
 

 
 

法
論
的
に
は
、
こ
の
中
に
、
「
客
観
性
」
の
限
界
に
関
 
す
る
難
問
題
も
含
ま
れ
て
 居
 

 
 

得
る
事
柄
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
、
こ
の
「
道
徳
的
ゎ
一
万
 

教
 」
を
「
宗
教
的
 ザ
ッ
ヘ
 」
 

 
 

 
 

的
 存
在
者
に
普
通
妥
当
で
あ
 

 
 

 
 

を
 理
解
す
る
た
め
に
は
 更
 

 
 

 
 

学
が
 端
を
発
し
た
の
は
十
八
 

 
 

 
 

学
の
創
始
者
と
さ
れ
る
 カ
ン
 

 
 

素
材
と
立
場
を
整
え
ら
れ
て
居
た
。
 

註
 4
 

 
 

 
 

ょ
り
現
は
れ
た
。
而
も
此
 

 
 

 
 

不
を
離
れ
て
、
人
間
の
理
性
 

 
 

 
 

に
 宗
教
改
革
以
後
は
教
会
 

詫
 5
 

 
 

ク
ル
ソ
タ
 

 
 

 
 

カ
ト
リ
ッ
 

 
 

 
 

つ
つ
、
そ
れ
等
が
等
し
く
 

 
 

 
 

 
 

」
如
 き
 宗
教
で
あ
る
と
定
義
し
て
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は
人
間
理
性
に
も
と
づ
い
た
も
の
 

 
 

 
 

示
し
、
此
の
条
件
の
み
に
立
脚
 

 
 

 
 

し
か
な
か
っ
た
。
併
し
そ
の
 上
 

 
 

 
 

い
て
此
等
の
人
人
と
相
違
し
て
 居
 

 
 

 
 

叉
 、
最
も
高
い
宗
教
で
あ
る
と
 

 
 

 
 

口
ふ
 の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
 き
考
 

 
 

 
 

依
っ
て
育
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
 

 
 

 
 

M
A
 

一
木
 

教
 と
歴
史
的
宗
教
の
「
間
 一
 

 
 

方
法
論
、
立
場
の
問
題
は
、
現
代
「
宗
教
学
一
般
」
 に
 』
 つ
め
 共
通
の
本
原
を
暗
示
す
 

註
 7
 

 
 

 
 

あ
る
。
カ
ン
ト
は
勿
論
、
「
自
然
 

 
 

 
 

場
は
宗
教
哲
学
で
あ
る
。
 
猶
 こ
の
 

事
は
 つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
る
事
に
す
る
。
 

 
 

は
皆
 此
の
 

謹
エ
 
カ
 ・
 
ぎ
由
 し
目
 お
 

 
 

く
 論
じ
て
 

 
 

 
 

註
 n
o
 
 
せ
 0
 目
 し
 韻
 充
当
 の
 ・
 
目
切
 

 
 

）
の
Ⅱ
ロ
ロ
の
・
の
 

 
 

由
 の
の
の
口
内
生
の
 

一
 

ト
め
宙
 

 
 

関
す
る
 詳
 

 
 

｜
ト
と
 の
 

し
 い
 発
表
は
後
日
に
ま
わ
す
。
 

 
 

は
 別
の
機
 

 
 

け
る
人
人
の
 

会
 に
発
表
す
る
。
 

 
 

帳
ざ
コ
ぢ
 

づ
 
（
 ）
 

 
  

 

ユ
 
"
 
ヘ
 
/
 



  

述 て ら 的 般 す な 教 
べ 考 れ な 」 る 立 哲 ヵ   

満く 、 仮芳婁で巴聾宙案 
さ力そた係亦 ンの 。 た こ然の潮論 。 も 思教 
れ ト 関 力 の こ ろ を の は   ンひ る 。 ト 、 位の 貴姉 一 一 一 

究 自 

ゐ 等 

神 か と 
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裁 にて しだ役は立し 宗立此 をて等、 挙 れァ 
も 居教つ 等分 そ 等最 " 

とた めが学も間さぞ 甘かり 裂 れに返弁 細で 

他 方「もれにるのさ " と % 題せれ分は三 " 錨     
  

て な けた き こはは 及京   

ち 的 な 熱 っ利宗 」 民 
「 又い的本 し 教 と 族茉 

  
し宗示 ま に 史成 封金方 

  をも 猶 、は或 哲学 宗教 問題 て 、 」の 持さ 通な   

は は ゥ本 し普 へ る な つ 

  

論 型に よ 数立 ツ 然 ・ 的 

す 単立 り の場 ト る シ宗     

が 場がす類評家 ソ l っ 

な を 出 る 型 し 教 シ は か 

い 。 と来事読て らるがと、 哲ソ至か 学バつ る 

ね様 ぱに 出も宗にもて 来 言教 関 そも 課 題 
な 恩 る ふ現 す の 猶 @. ま 
ら は なべ象 る 「 こ 宗 
な れ ろ き の 批 一 の 舞 



 
 

 
 

上
に
別
の
存
在
者
の
理
念
を
必
 

 
 

 
 

あ
る
。
カ
ン
ト
は
人
間
の
自
由
に
 

 
 

 
 

o
M
.
 

ハ
達
口
ぬ
 

ヰ
 
0
 
 
侍
 
～
Ⅰ
 

0
 
H
 

り
 
二
り
旺
の
（
の
の
 

 
 

 
 

、
敬
虔
（
 コ
陣
せ
 ）
で
あ
り
 

ま
 3
 

 
 

 
 

カ
ン
ト
は
典
型
 

 
 

 
 

つ
た
 点
で
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
ー
 

 
 

 
 

考
へ
方
に
お
い
て
カ
ン
ト
 曲

目
ロ
 

、
 目
 

的
な
 

と
異
 

は
シ
 

へ
 
/
 

 
 

 
 

の
方
向
を
辿
る
者
は
、
社
会
学
、
 

 
 

 
 

あ
り
、
信
仰
・
実
践
者
は
感
情
 

 
 

 
 

一
で
あ
り
、
道
徳
と
宗
教
と
は
 

 
 

想
 に
も
影
響
を
 5
 け
た
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
ー
は
、
「
人
間
 が
 道
徳
的
で
あ
る
と
言
は
れ
る
 場
 

 
 

 
 

あ
る
と
言
は
れ
る
場
合
、
そ
の
 

 
 

 
 

此
の
事
は
宗
教
を
否
定
し
た
事
に
 

 
 

 
 

示
教
に
至
る
事
を
意
味
す
る
の
で
 

 
 

 
 

は
 自
然
的
感
情
で
あ
り
、
こ
の
 

 
 

 
 

人
間
は
自
然
的
感
情
に
よ
っ
て
 

 
 

 
 

る
 事
に
な
る
。
同
時
に
こ
の
人
 

 
 

 
 

事
 、
心
の
正
し
さ
を
持
っ
事
は
自
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へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
人
間
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
に
取
っ
て
代
っ
た
の
が
純
粋
実
践
理
性
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
は
実
践
的
当
為
の
「
 
場
 」
に
お
い
て
 

神
は
道
徳
的
宗
教
の
内
に
お
い
て
 

関
連
し
て
の
み
要
請
さ
れ
る
に
 
過
 

そ
の
神
は
、
た
だ
「
道
徳
的
 
信
 

 
 

 
 

、
 或
は
宗
教
的
 神
 的
作
用
中
心
 

 
 

 
 

性
 と
神
と
の
矛
盾
を
厳
し
く
追
求
 

 
 

 
 

世
的
 神
と
近
世
的
人
間
の
両
 
作
 

 
 

 
 

ン
ト
 の
宗
教
哲
学
の
一
方
性
を
非
 

 
 

 
 

す
る
の
で
あ
っ
て
、
カ
ン
ト
の
 5

5
 

九
 

済
 
さ
れ
ざ
る
主
体
 

 
 

 
 

し
て
の
位
置
を
し
め
て
み
る
と
 
考
 

 
 

 
 

考
へ
よ
う
と
す
る
カ
ン
ト
の
 
上
 

 
 

 
 

て
 、
こ
れ
に
歴
史
的
宗
教
の
内
 

 
 

の
 様
な
立
場
で
カ
ン
ト
を
解
釈
す
る
場
合
、
批
判
的
 
観
念
論
ば
か
り
か
、
実
践
理
性
 
ま
 

 
 

 
 

な
い
。
 ワ
ッ
ハ
 は
近
世
宗
教
 哲
 

 
 

 
 

は
、
 神
は
人
間
に
依
っ
て
 
、
人
 

 
 

 
 

と
言
ふ
 事
は
 、
 決
し
て
歴
史
的
 

 
 

 
 

も
の
で
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
。
 



 
 

 
 

暖
味
 で
あ
る
。
此
の
点
を
追
求
 

 
 

 
 

道
徳
の
神
聖
化
と
言
 
ふ
 錯
誤
を
 

 
 

 
 

実
践
理
性
の
間
で
、
も
一
度
論
じ
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

一
 
・
神
と
神
の
意
志
と
の
認
識
を
道
徳
律
の
基
礎
に
お
く
 
の
で
は
な
く
…
…
道
徳
律
の
遵
奉
 

 
 

 
 

カ
ン
ト
に
お
い
て
道
徳
的
事
実
 

 
 

の
は
神
で
は
な
く
道
徳
律
で
あ
る
。
理
性
的
人
間
の
 存
在
は
道
徳
律
と
の
関
係
に
お
い
 

 
 

 
 

論
理
的
に
認
識
し
た
り
、
理
論
的
 

 
 

 
 

エ
ラ
ー
の
指
摘
す
る
宗
教
的
 ノ
 

で
あ
る
。
 す
 

徳
律
 が
神
の
 

矛
盾
が
生
じ
 

カ
ン
ト
に
お
 

 
 

 
 

が
 始
ま
る
。
も
し
 道
 

 
 

 
 

る
 。
此
処
に
再
び
 

 
 

 
 

の
 意
図
に
反
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 

用
 し
た
の
で
あ
る
。
 

註
め
 

 
 

居
る
。
然
る
に
、
宗
教
論
に
お
い
て
は
、
何
の
こ
と
 
わ
り
も
な
く
此
の
事
を
の
べ
る
の
 

託
 9
 

 
 

 
 

侍
 
）
を
要
求
す
る
」
と
の
べ
て
 居
 

註
 8
 

 
 

 
 

キ
リ
ス
ト
教
的
倫
理
に
お
い
て
は
 

 
 

 
 

な
 見
方
に
依
っ
 

 
 

 
 

こ
の
点
で
 カ
 て

 、
道
徳
的
人
格
 

ン
ト
 は
道
徳
的
射
 

  
  



 
 

 
 

る
 事
は
明
瞭
で
あ
る
。
然
る
に
 

 
 

満
 

さ
れ
ざ
る
主
体
 

一
・
一
 

 
 

註註註註註註 
7 6 5 4 3 2 

  

  

Ⅱ で いす ヰ下Ⅱ 0 0 

  
        

註註註註 
          13 12 11 Ⅰ 0 

読取   

  

ひ 有 っ 
  

  
た 陣て サの Ⅰ 

い者逐 。 」 一 

に 自 ・ 9 
田 （ 
田ガ ゴ 

関 に 

し 間   
て 題   
重 の 

  

煮 、 発 
的 屋 

丑
起
 
8
 
 ロ
ワ
せ
 ・
レ
ウ
 
吋
 

 
 

0
 コ
 の
の
Ⅰ
 

ヰ
 ）
 
下
幅
 

せ
臼
 
「
片
口
の
 

ロ
コ
 
色
客
の
曲
 ヴ
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註
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木
リ
八
 

%
 

註
 c
o
 

問
題
連
関
を
辿
る
事
に
す
る
。
 

 
 

 
 

で
 宗
教
の
根
本
問
題
を
明
ら
か
に
 

 
 

 
 

ば
な
ら
な
か
っ
た
有
限
性
の
苦
 

 
 

 
 

ン
ト
 の
主
要
な
問
題
と
は
な
ら
ぬ
 

詫
は
 

 
 

 
 

惟
の
声
を
聞
く
事
以
外
に
人
間
 

 
 

 
 

る
 事
の
出
来
な
い
人
間
、
か
か
る
 

 
 

 
 

る
 事
に
な
る
。
然
る
に
、
カ
ン
 

 
 

 
 

ら
く
、
「
実
践
理
性
批
判
 ヒ
と
 の
 

 
 

 
 

、
 我
々
の
当
面
の
課
題
は
こ
れ
 



 
 

 
 

元
 化
し
よ
 う
 と
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
 主
要
な
問
題
は
、
行
為
の
責
任
主
体
と
 

 
 

を
 導
入
す
る
事
で
あ
る
。
併
し
、
そ
れ
に
は
現
実
を
 

理
想
に
高
め
得
る
事
が
可
能
で
な
 

 
 

理
想
そ
の
も
の
に
到
達
し
、
そ
れ
に
成
り
得
る
可
能
 

性
を
前
提
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

然
 

 
 

 
 

に
な
る
。
道
徳
は
、
理
想
と
 
乖
 

 
 

現
実
を
現
実
そ
の
儀
の
姿
で
許
容
す
る
の
で
は
な
く
、
 

理
想
に
合
っ
た
可
能
的
現
実
 

へ
 

 
 

 
 

道
徳
の
根
 
祇
 に
は
理
想
主
義
的
 

思
想
が
潜
在
し
て
居
る
と
も
言
へ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
 
局
 Ⅱ
 P
 斤
ヰ
且
ヨ
 

隼
の
弓
 
づ
 の
村
 
目
岸
コ
零
 

）
 

 
 

 
 

明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

計
 2
 

 
 

 
 

し
て
も
、
か
く
の
如
 き
 
「
宗
教
」
 

 
 

 
 

カ
ン
ト
は
こ
の
「
道
徳
的
宗
教
」
 

の
中
に
 

徳
論
に
 

 
 

 
 

域
を
獲
得
し
、
又
、
道
 

 
 

 
 

し
 得
な
い
事
実
で
あ
る
。
 は

枝
 

Ⅰ
Ⅰ
 

づ
ヱ
 

 
 

 
 

用
意
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
 し
 

 
 

 
 

れ
る
と
か
、
又
は
 ピ
ヱ
チ
 ス
ム
 ス
 



 
 

一
一
一
一
 

 
 

ほ
 

さ
か
ざ
る
主
体
 

 
 

即
ち
 
、
 有
限
意
志
の
規
定
原
理
は
自
愛
の
原
理
な
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

本
 構
造
を
示
し
て
ゐ
る
。
無
限
 意
 

 
 

 
 

で
あ
る
辞
意
（
 セ
 ド
ヨ
片
口
Ⅰ
）
の
 

格
 

 
 

 
 

な
の
で
あ
る
。
斯
か
る
道
徳
原
理
 

 
 

 
 

得
な
い
。
要
す
る
に
意
志
は
何
等
 

註
 Ⅱ
 

 
 

 
 

拠
 と
す
る
理
性
的
存
在
者
は
、
 
人
 

 
 

 
 

は
 「
 善
 ・
悪
は
た
だ
行
為
の
仕
方
 

 
 

 
 

目
結
 け
 ）
行
為
す
る
人
格
真
物
 

 
 

 
 

為
の
主
体
と
し
て
、
何
等
か
の
 格
 

詫
 9
 

 
 

 
 

こ
の
様
な
意
志
の
主
観
的
原
理
 

 
 

 
 

な
 問
題
が
あ
る
。
こ
の
事
を
 カ
ン
 

 
 

ち
 、
か
か
る
道
徳
律
は
 

 
 

 
 

 
 

を
 同
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
 ヒ
の
 申
で
「
普
遍
的
立
 法
 と
し
て
通
用
し
得
る
格
率
に
し
 

ヨ
ー
ド
ル
は
 此
 

律
の
前
に
で
は
 の

点
を
指
摘
し
て
、
 

な
く
…
…
道
徳
律
の
 カ

ン
ト
 

後
に
 、
 

 
 

と
述
 

註
 7
 

 
 

る
 。
 

註
 6
 

へ
て
居
る
 ，
一
 

然
る
に
、
 
善
 善

 
・
悪
の
 

・
悪
が
 道
 

概
念
は
道
徳
 

徳
的
 概
念
で
 

 
 

の
で
あ
っ
て
 、
 

 
 

に
 位
置
づ
げ
た
。
 

 
 

 
 

げ
る
。
 カ
ソ
ト
 の
 言
ふ
 道
徳
に
 



 
 

る
宜
 ざ
す
の
ロ
ガ
 

0
 ロ
 
ロ
 
の
 
局
 
註
 
）
。
 

Ⅱ
 

 
 

自
体
 

 
 

毛
 0
 ヰ
）
に
属
す
る
，
 
一
 も
の
で
あ
っ
て
こ
れ
は
 
一
 
・
他
の
 

活
動
原
因
の
如
く
、
因
果
の
法
則
 

 
 

主
題
と
考
へ
て
居
る
。
け
れ
ど
も
、
か
く
の
如
 
き
純
 粋
 意
志
は
道
徳
的
理
念
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

想
 で
あ
る
。
理
想
と
現
実
と
は
 

 
 

 
 

こ
の
関
係
が
分
離
さ
れ
て
し
 

 
 

 
 

」
で
カ
ン
ト
は
こ
の
事
を
「
理
性
 

 
 

 
 

的
 自
然
は
、
経
験
的
に
制
約
せ
ら
 

 
 

 
 

て
 、
同
一
存
在
者
の
超
感
覚
的
 

 
 

 
 

ゴ
 で
あ
る
。
そ
し
て
、
他
律
的
 

 
 

 
 

意
 （
 
毛
 日
ガ
 
目
 ）
と
は
、
経
験
的
 

 
 

 
 

こ
の
事
に
言
及
せ
ず
、
無
限
 

 
 

 
 

し
て
の
意
志
、
つ
ま
り
善
悪
辣
 

 
 

 
 

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
、
 

 
 

、
先
天
的
に
理
性
的
人
間
に
与
へ
ら
れ
て
居
る
の
 で
あ
る
，
而
も
、
有
限
者
の
睡
 意
 

 
 

 
 

言
へ
ば
 、
理
性
的
存
在
者
は
、
 

 
 

の
 原
理
を
自
己
の
格
率
と
し
て
居
る
と
 言
ふ
事
 こ
そ
、
 
カ
ン
ト
に
お
け
る
道
徳
的
現
実
の
 

 
 

 
 

は
 、
現
実
に
お
い
て
、
如
何
な
る
 

  

 
 

 
 

く
 、
白
紙
か
ら
始
め
ら
れ
ね
ば
 

㏄
 

一
四
 



溝
 

さ
れ
ざ
る
主
体
 

一
五
 

註
却
 

 
 

へ
ら
れ
た
有
限
者
の
問
題
を
究
明
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ら
か
で
あ
る
。
此
の
様
な
存
在
者
 

 
 

率
 と
し
て
居
る
存
在
者
で
あ
る
。
だ
が
、
「
実
践
理
性
 
批
判
」
は
「
格
率
の
単
な
る
立
法
 

詫
腱
 

 
 

 
 

せ
ら
れ
得
る
意
志
の
性
質
」
を
 見
 

ま
 ㎎
 

 
 

 
 

」
を
見
出
す
事
を
主
題
と
 L
 て
ゐ
 

 
 

原
理
と
し
て
通
用
し
得
る
 

よ
ピ
、
 

-
 
 
よ
う
 
に
行
為
せ
 詫
 
7
 

 
 

 
 

@
 

 
  

 

 
 

念
 に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
理
念
 

 
 

与
へ
ら
れ
た
理
想
で
あ
り
、
こ
の
理
想
は
、
た
と
 
ひ
 現
実
に
お
い
て
実
現
さ
れ
な
い
と
 

 
 

 
 

利
口
に
お
い
て
、
捨
象
 し
 去
る
べ
 

 
 

 
 

も
 、
カ
ン
ト
は
 、
 前
に
の
べ
た
 

 
 

 
 

し
た
。
そ
れ
 故
 カ
ン
ト
は
、
純
粋
 

 
 

 
 

理
性
批
判
 ヒ
の
 主
題
で
あ
っ
た
。
 

 
 

 
 

し
た
。
そ
し
て
、
理
性
的
存
・
 在
 

 
 

 
 

性
格
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
 

 
 

 
 

ね
め
 
）
 に
お
い
て
規
定
さ
れ
得
る
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像
 （
 
目
珪
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（
の
Ⅱ
）
を
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人
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ニ 。 質草 

  
宥 め 
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道
徳
に
影
響
さ
れ
つ
り
、
此
の
 

 
 

 
 

枠
 に
道
徳
的
な
、
完
全
性
の
理
 

 
 

 
 

か
 認
ら
れ
る
が
キ
リ
ス
ト
教
的
道
 

 
 

 
 

徳
 律
を
先
天
的
所
与
と
し
て
 与
 

 
 

 
 

問
題
と
す
る
。
然
る
に
「
実
践
 

 
 

 
 

原
理
は
、
如
何
に
し
て
直
接
に
 

 
 

 
 

感
情
」
が
論
ぜ
ら
れ
る
。
此
処
で
 

 
 

 
 

の
 自
己
内
規
定
が
取
り
あ
げ
ら
れ
 

 
 

 
 

礎
に
 、
理
念
と
合
致
し
て
 居
な
 

 
 

ン
ト
 は
、
原
理
論
か
ら
始
め
て
、
「
人
格
性
・
 
一
 と
か
「
 自
律
的
意
志
」
と
か
、
「
理
念
・
 
一
 

 
 

 
 

ゑ
 」
と
合
致
し
な
い
「
有
限
者
」
 

 
 

 
 

る
 一
理
念
」
と
の
関
係
に
お
か
れ
 

 
 

 
 

あ
る
。
こ
の
方
向
は
「
宗
教
論
」
 

 
 

理
性
批
判
 ヒ
の
 線
を
辿
れ
ば
「
道
徳
的
感
情
」
が
理
想
 と
 現
実
、
神
聖
性
と
有
限
的
理
性
 

 
 

 
 

は
 
「
道
徳
的
感
情
」
が
理
念
と
有
 

レ
七
 

清
 

さ
れ
ど
る
主
体
 

  

註
 2
 

 
 

 
 

な
る
理
性
的
存
在
者
は
、
此
の
 

 
 

 
 

ト
教
 的
な
道
徳
に
お
い
て
は
こ
れ
 

 
 

 
 

も
 、
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
は
、
 
常
 



 
 

 
 

可
能
な
根
拠
を
認
め
る
，
然
る
 

 
 

 
 

往
者
を
弱
 き
者
 と
し
、
 更
 ら
に
 

 
 

 
 

ら
な
い
 0
 ギ
リ
シ
ャ
的
な
道
徳
観
 

 
 

込
ん
で
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
 不
拘
 、
 ヵ
ン
ト
 は
 
「
実
践
理
性
批
判
 L
 に
お
い
て
、
 

 
 

 
 

て
 ギ
リ
シ
ャ
の
道
徳
観
と
分
れ
 、
 

 
 

 
 

、
一
 
1
 
他
者
的
超
越
者
の
 力
 」
を
 借
 

 
 

な
 立
場
を
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
し
 、
 既
に
指
摘
 し
た
如
く
、
カ
ン
ト
の
 一
 
・
理
性
的
 

 
 

 
 

場
 」
の
外
に
置
 き
、
 Ⅰ
実
践
理
性
 

 
 

を
 立
て
た
。
併
し
、
カ
ン
ト
は
「
実
践
的
な
規
則
は
常
 に
 理
性
の
産
物
で
あ
り
…
…
理
性
 

 
 

 
 

か
か
る
客
観
的
普
遍
妥
当
的
 法
 

テ
八
 

 
 

 
 

定
 め
 
「
 
場
 」
に
有
限
者
が
 位
伍
 

 
 

 
 

矛
盾
す
る
現
実
性
は
深
く
探
究
 

 
 

 
 

解
示
 が
目
的
と
さ
れ
て
居
る
。
 
そ
 

 
 

 
 

さ
れ
る
。
こ
の
 
悪
 な
る
存
在
者
か
 

 
 

限
的
 存
在
者
と
し
て
、
厳
し
い
「
定
言
的
命
令
に
 
逼
 通
 さ
れ
つ
つ
、
質
的
な
心
術
の
革
 

許
 7
 

 
 

 
 

と
し
て
の
理
性
的
存
在
が
、
如
何
 

 
 

 
 

性
 批
判
」
を
去
っ
て
、
「
宗
教
論
」
 

に
 移
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
に
な
る
。
 

穏 



 
 

、
道
徳
律
も
曄
 意
 

 
 

存
在
の
基
底
に
お
い
 

ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
 

註
 Ⅰ
 
づ
 q
.
 
 

せ
 ・
の
・
）
の
㏄
 

@
 
ト
ウ
の
・
 

N
 由
の
忙
（
 

ぬ
 

 
 

溝
 

さ
れ
ど
る
主
体
 

の
の
 
珪
コ
抽
珪
臣
仮
 

 
 

お
い
て
も
、
 

 
 

死
ぬ
事
を
命
 

刃
ロ
仁
田
 

甘
申
す
 0
 
Ⅱ
 &
p
m
 
 

し
丼
 
甘
 w
F
.
 
の
・
の
 

@
H
O
 

由
 

き
 3
 
%
.
 旨
臼
お
ニ
ぃ
 宮
中
の
・
 
お
 ，
 官
 ・
 せ
 ・
し
の
・
 

サ
九
 

ク
 ゴ
ー
ル
 

根
底
に
「
 の

 「
実
存
」
と
 

根
本
 奉
 目
解
註
 

」
 3
 

の
間
に
は
大
き
な
相
違
 

示
し
た
。
有
限
存
在
者
 は
 、
そ
の
存
在
の
根
拠
に
お
い
て
、
 

が
あ
る
事
 

註
は
 

は
圭
ロ
ふ
 ま
で
も
な
Ⅰ
 い
 。
十
ノ
 ン
ト
 は
 

理
想
と
 

「
宗
教
論
 ヒ
 

全
く
乖
離
し
 の

 申
で
、
 

た
 存
在
者
 

有
限
的
存
在
者
 

と
し
て
、
そ
の
 の

 存
在
の
 

全
形
像
を
 

 
 

類
似
し
た
考
へ
方
を
示
し
て
居
る
。
併
し
、
カ
ン
ト
 
の
 「
理
性
的
存
在
者
」
と
 キ
エ
 ル
 

 
 

 
 

の
 べ
て
居
る
 
，
 此
の
立
場
は
 
、
 

 
 

 
 

ケ
 ゴ
ー
ル
は
、
第
一
と
第
二
の
 

る 理 

  
  
教 存 

  
な に 
媒偶 
介然 
と 的   
し な 
て る 
原 も 

罪 の   
な と 
認、 し 
め て 

  
か 入 
し す る 
キ の 
ヱ て、 

ル は 
ケ な 
コ 。 く   

  

ル 現 
に 実 
お 的 
い 個 
て ・ 体 
は で あ 

  
体 現 
0 案 
晩 酌 

な罪 美的 

主 な 
体 導 
酌 人 
罪 す 

 
 

 
 

律
 は
た
だ
人
格
性
の
み
で
 

 
 

 
 

的
 倫
理
を
第
一
の
倫
理
 

 
 

 
 

な
ら
な
い
。
然
る
に
、
第
一
 あ

る
。
 

（
 串
 
Ⅱ
 
ゑ
 

一
の
 
倫
 

 
 

然
 と
行
 ふ
 事
も
な
い
不
完
全
な
人
間
、
 

詫
 9
 

而
も
、
不
承
不
承
に
道
徳
命
令
を
遂
行
す
べ
く
 義
 

期
を
唯
 

的
に
 、
 

カ
ン
ト
 

 
 

 
 

、
こ
の
命
令
を
。
自
発
 

現
実
に
自
己
の
動
機
と
す
る
人
間
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
 

 
 

る
で
あ
ら
う
。
併
し
 、
 

 
 

 
 

ト
が
 現
実
的
存
在
者
と
し
 



 
 

 
 

移
さ
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
人
間
の
 

 
 

 
 

か
に
し
ょ
う
と
す
る
。
か
か
る
 批
 

註
 5
 

 
 

 
 

）
 
コ
ヰ
 
の
）
）
Ⅰ
 

ぬ
 生
り
の
）
の
康
の
目
下
 

叶
 
0
 二
ロ
 
コ
ぬ
 
）
 

詫
 4
 

詫
 3
 

 
 

 
 

ん
で
み
 る
 。
 
こ
の
事
を
更
ら
に
 

（
の
 

q
E
 

コ
 &
 ）
 

つ
 第
一
あ
 

旨
 の
も
と
 

質
 構
造
を
 

 
 

 
 

へ
る
で
あ
ら
う
。
 且
 

 
 

 
 

あ
る
。
こ
の
様
な
主
 

 
 

 
 

が
 「
道
徳
的
宗
学
一
の
 
本
 

 
 

 
 

在
 ・
一
の
本
来
的
な
存
在
 

ア
 
し
一
八
 

ノ
 

験
的
 な
 現
実
界
の
 

い
て
、
或
は
 事

実
で
あ
 

人
間
本
性
 註

 1
 

る
と
 言
ふ
 事
か
ら
出
 

に
存
す
る
 佃
雙
 
今
一
ヰ
一
心
げ
に
 

発
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
 
ニ
 示
教
論
 ョ
 

詫
 2
 

就
て
 」
と
 言
ふ
 論
文
の
申
で
最
も
 よ
く
 取
扱
は
 

第
一
編
 
韮
 Ⅰ
原
理
 

れ
て
居
る
。
併
し
 、
 と

共
 な
る
譲
原
理
の
内
 

斯
く
の
如
 き
 悪
の
根
 拠 具 

「 
亜 l@ 二 ; 註 註註 
」 

の 

堤 耳 

題 
刀 ) 

ら 

始 
せ臣 

つ 

-c 
居 
る 

  
十 本     
教 O 

論 。   

  

する。 、十一。「キュ 「宗教 

"" ち 

は 
「 
亘姉 l@ 二 ;" 
」 

が   
経 ） 教 ・及 の 

  註註註註註註註 

宗教 
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註
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し
、
 且
 つ
 、
 解
 示
さ
れ
た
悪
の
根
 

 
 

あ
る
。
㍉
実
践
理
性
批
判
 
口
 に
お
い
て
、
カ
ン
ト
の
 主
 接
 し
た
知
ぎ
ヌ
ー
 メ
ナ
 と
し
て
の
 

 
 

 
 

律
 的
意
志
と
し
て
の
 
も
 二
戸
毎
 

 
 

 
 

な
っ
た
。
他
律
的
意
志
と
し
て
の
 

 
 

 
 

、
そ
の
 毘
 意
の
決
意
性
に
 ょ
っ
 

 
 

 
 

注
意
す
べ
ぎ
で
あ
る
。
二
つ
と
 

 
 

 
 

批
判
的
、
客
観
的
で
あ
り
、
後
者
 

 
 

 
 

は
な
い
が
、
カ
ン
ト
の
「
宗
教
 

 
 

 
 

%
 理
性
批
判
 ヒ
の
 申
に
も
あ
る
事
 

は
 既
に
指
摘
さ
れ
、
カ
ン
ト
は
「
実
存
哲
学
的
方
法
」
 

 
 

下
 さ
れ
た
り
す
る
の
も
確
か
に
、
 

 
 

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
 

註
 8
 
 

カ
ン
ト
は
 、
 -
 ま
づ
 経

験
的
な
悪
の
解
 示
 さ
す
る
の
で
 

 
 

 
 

他
者
的
に
明
ら
か
に
し
ょ
う
 と
 

 
 

 
 

息
 図
す
る
所
は
、
人
間
の
拝
 責
め
 

 
 

 
 

と
 共
に
根
源
的
で
あ
る
事
を
 、
ま
 

づ
 、
経
験
的
な
面
よ
り
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
。
 

 
 

 
 

格
を
明
瞭
に
す
る
必
要
が
あ
 

 
 

げ
る
 曄
 意
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
と
 
ロ
，
 

ゎ
一
木
教
諭
 

目
の
 卑
意
 と
を
比
較
し
て
、
悪
の
間
 題
 

Ⅰ
一
 
つ
 

清
 

さ
れ
ざ
る
主
体
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に
お
い
て
は
「
人
間
が
悪
で
あ
 



 
 

 
 

の
 動
機
に
お
い
て
、
如
何
な
る
 

自
然
性
も
、
 文
 意
欲
（
い
 
の
 
抽
の
圧
目
口
 

睦
 く
の
Ⅱ
 

ヨ
め
 
㏄
の
 
臣
 ）
 

 
 

だ
が
、
 
韓
意
 と
は
 十
 欲求
の
実
 

詫
 2
 

 
 

 
 

従
っ
て
 、
 +
.
 

道
徳
律
は
純
粋
美
 

 
 

 
 

を
 持
つ
て
居
る
。
或
る
意
味
 

 
 

 
 

に
お
い
て
 曄
意
 
（
 
目
ヨ
 下
目
）
 

 
 

 
 

）
の
区
別
を
次
の
様
に
言
っ
て
 

 
 

 
 

り
 、
此
等
に
従
 ふ
 義
務
の
唯
一
 

 
 

 
 

る
 責
任
の
基
礎
を
も
お
か
ぬ
の
 

 
 

 
 

し
て
居
る
。
此
処
で
 書
ふ
 自
律
 

 
 

 
 

「
因
果
の
法
則
に
全
然
従
属
し
 
な 酌 み の 居 で で 

七
 

註
 Ⅰ
 
カ
 ・
 ぎ
田
 ・
の
・
 

ひ
め
 
・
 

 
 

も
の
と
、
 

き
 2
 
 と
け
目
い
・
の
 

レ
 Ⅱ
 

 
 

カ
ソ
ト
 

註
 3
 
w
 ヴ
 ～
 
&
.
 
の
・
 

N
 ）
 
，
め
ひ
 
・
 い
 目
の
曲
（
 

N
 、
の
 
N
.
 

の
の
・
 

N
 の
 ，
 N
 ㏄
 

 
 

も
な
い
。
 

註
 4
 
 手
 ご
 ・
 P
 
H
 
田
め
切
 

き
 6
 
 手
 宙
 ・
の
し
め
 

硅
ト
ヘ
 

リ
Ⅰ
Ⅳ
Ⅳ
・
 

～
）
 

p
 @
.
 

（
Ⅶ
 

一
 
・
 り
 
@
 ・
人
才
ハ
リ
 

N
 レ
か
 

（
 甲
が
（
 

臼
 
Ⅸ
 

註
 t
@
 
 
ぃ
ヴ
 
Ⅰ
 
ら
 ・
の
し
 
蛆
 
Ⅳ
 

 
 

）
 と
 言
 っ
 

註
 8
 
 高
坂
 正
鮪
 
「
 続
カ
ソ
ト
 解
釈
」
二
頁
以
下
 

二
二
 

㏄
 

を
 明
瞭
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 



三
盆
 

ぬ
 

汚
 

さ
れ
ざ
る
主
体
 

 
 

）
 臼
壷
ゴ
ち
自
ゴ
 

Ⅱ
 
ダ
由
め
 
Ⅱ
の
由
の
㏄
 

仁
ヴ
お
ガ
曲
 

せ
の
 
コ
 

註
 3
 

C
q
 の
 燵
 。
 ゴ
 0
 目
の
 コ
甘
づ
 Ⅱ
）
 
コ
憶
 ）
」
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

ぬ
 規
定
原
理
に
さ
へ
、
 
屋
ヒ
 対
抗
 

貝 Ⅱ た こ 椎ヰ て つ 干幸計 

 
 

 
 

全
然
同
一
種
類
の
も
の
で
あ
 

 
 

 
 

て
 規
定
さ
れ
て
居
る
 
車
意
 の
 主
 

 
 

 
 

有
限
者
の
意
志
を
韓
 
意
 と
し
、
 

 
 

 
 

意
の
規
定
原
理
は
、
本
来
的
 

 
 

の
 原
理
は
、
自
由
の
法
則
で
あ
り
、
形
式
的
原
理
で
 
あ
る
道
徳
律
と
相
容
れ
な
い
。
 

 
 

 
 

れ
て
る
る
の
を
見
て
も
明
瞭
で
 

 
 

 
 

な
い
事
を
明
ら
か
 

註
 7
 
 

に
し
て
ゐ
る
。
 

詫
 
9
 

 
 

 
 

そ
れ
は
自
愛
の
原
理
で
あ
る
と
 

か
に
な
っ
て
 来
 

律
 と
は
自
由
の
 

的
、
主
観
的
な
 

快
、
不
快
、
 幸
 

規
定
す
る
原
理
 

実
践
的
な
原
理
 

 
 

 
 

定
 。
し
て
 
居
，
の
 
。
他
 

 
 

 
 

さ
れ
て
ゐ
る
現
実
 

 
 

 
 

的
 、
相
対
的
な
 

 
 

 
 

事
 な
 、
意
志
を
 

 
 

 
 

て
 、
「
主
観
的
な
 

 
 

 
 

従
っ
て
 其
等
は
 

 
 

 
 

比
吋
 （
 
吊
 
円
山
 

コ
 の
ぎ
 
詩
 0
 ヨ
 ）
）
 

ピ
 
0
 口
）
 
、
こ
 

  

 
 

 
 

し
 こ
で
大
体
 睡
 意
の
性
格
が
明
ら
 



 
 

 
 

自
発
的
な
力
は
何
処
に
あ
る
か
と
 

 
 

 
 

義
の
存
在
は
「
人
格
性
」
で
あ
 

 
 

 
 

此
処
に
は
カ
ン
ト
に
お
け
る
 

一
 

 
 

 
 

様
な
主
体
は
理
念
で
あ
る
，
 

斯
か
 

 
 

的
 自
由
を
持
た
な
い
、
と
い
ふ
の
は
、
 

珪
 意
は
自
己
 の
 根
源
的
 根
抵
 、
即
ち
そ
こ
に
お
 

 
 

 
 

の
で
あ
る
。
「
カ
ン
ト
は
、
 

捷
意
 

 
 

 
 

を
 許
容
し
な
い
。
そ
し
て
、
 

珪
意
 

 
 

 
 

っ
て
そ
の
 根
祇
 に
は
道
徳
 離
が
 

 
 

 
 

主
張
す
る
。
カ
ン
ト
は
こ
の
事
 

 
 

 
 

る
 様
な
意
志
（
旧
日
の
）
を
認
め
 

 
 

、
法
則
が
無
制
約
な
る
故
に
絶
対
的
 
宙
偉
 の
ぬ
 
0
 
）
 
ざ
 の
す
 で
あ
る
」
 

註
托
 と
 考
 へ
る
。
カ
ン
ト
 

 
 

 
 

存
立
す
る
事
は
明
瞭
で
あ
る
。
 
有
 

 
 

 
 

お
い
て
、
道
徳
律
が
 珪
意
ぶ
直
 

 
 

 
 

カ
ン
ト
の
 毘
煮
 に
関
す
る
難
問
 

 
 

 
 

の
 原
理
は
不
自
由
の
法
則
と
考
へ
  

 

コ
，
四
 

 
 

 
 

 
 

か
る
 韓
意
 と
は
、
そ
の
根
拠
に
や
 

 
 

 
 

故
 、
毘
 意
 自
身
に
自
由
が
認
め
 

 
 

 
 

N
 目
ユ
の
セ
目
 ）
 
に
目
 
と
か
言
は
 ぅ
 

註
蝸
 



溝
 

さ
れ
ざ
る
主
体
 

二
五
 

7 Ⅰ 

を た あ は な 注 

    
  な 意     へ 

    

  
て 

な の 

ヨ 

せ 。 
百ノ 

  
  
  

のさ 

  
    
  

の   

 
 

 
 

  

 
 

 
 

一
 メ
ナ
と
し
て
の
理
念
で
あ
り
、
 

 
 

 
 

ぃ
 。
そ
し
て
、
現
象
的
人
間
の
 

 
 

 
 

的
 存
在
と
し
て
の
、
そ
れ
自
身
の
 

 
 

 
 

考
へ
る
。
そ
し
て
斯
か
る
「
 

人
 



口
 
納
戸
神
の
退
化
 

旧
 キ
リ
シ
タ
 ソ
 の
納
戸
神
と
そ
の
由
来
 

一
 

一
 
一
 
"
"
"
 

一
 納

戸
神
の
分
布
 

納
戸
神
の
性
質
 

 
 

 
 

（
二
）
 

隠
し
方
と
隠
す
理
由
、
そ
の
正
体
 

 
 

一
 
E
 
 

お
 

一
 
F
 
 

た
 

（
一
）
平
戸
・
生
月
の
キ
リ
ン
 メ
ソ
 部
落
 

（
二
）
納
戸
神
の
お
 宿
 と
お
札
の
コ
ソ
 パ
ソ
ヤ
 も さソ ぜ 

  
と ぶソ へ ん   

  
神 リ ヤ 大札 様 

  
""""""" 一 " 
@ ㈹㈲㈲ 

  

土版錆壁 
字 
架 画像画 

    
( 在 Ⅰ㈲㈲㈹ 

聖殉 マキ 

教り芸 
九者 ヤ ト 

二
七
 

  

 
 

 
 

 
 

の
 由
来
 

田
 

ゴヒ 

耕 

也 
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つ
い
た
。
幸
に
し
て
学
び
得
た
 

カ
ト
 

 
 

 
 

慣
を
併
せ
て
保
存
し
て
居
り
、
そ
の
 

 
 

  

を
拾
 
わ
り
し
 

故
 
姉
崎
博
士
の
霊
に
 

謹
 

 
 

当
 
学
会
の
二
三
先
輩
に
感
謝
を
捧
げ
る
。
 

 
 

達
 し
た
 壷
 々
の
予
備
知
識
を
要
求
す
る
が
、
 と
り
わ
け
必
要
な
の
は
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
理
解
・
 
体
 

    
ノ氏 

47 



 
 

 
 

白
日
㈹
は
ど
 う
 す
る
こ
と
も
で
 

 
 

 
 

活
動
を
 っ
 づ
け
得
た
事
や
、
幕
末
 

二
九
 

旧
キ
ワ
 ジ
 タ
ソ
 の
納
戸
神
と
そ
の
由
来
 

㈲ ㈹ 

持 経 か ; 
に 済 あ 
聖 日付 る 
職 @ こ   

者 は   
Ⅰ ま 般 
独 ⑪ 信 
易 往 
  が ;   

  
  の 

清 徳 
賛 を 
に 尊 
基 重 
く し 

縫 物 
清 貧 
主 文 
活 化 
の の 

安 恵 
見 思 
さ を 
が 算 

  
し 

ⅡⅠ 

  

ゑ ⑩ 

 
 

 
 

と
 聖
寵
の
組
織
網
が
張
り
ま
わ
 

⑦
 

さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

関
す
る
共
通
点
に
基
 
く
 親
近
感
⑨
 

 
 

の
 宗
教
々
育
が
強
調
さ
れ
、
 

⑥
 

 
 

関
 が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

る
に
十
分
な
る
各
時
代
の
積
学
の
護
教
論
が
あ
る
。
 

D
 

然
 的
な
力
の
源
泉
た
る
左
の
諸
点
に
注
意
し
た
 い
 。
 

③
 

 
 

の
 効
果
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

客
観
性
に
 塞
 い
て
 
④
 

い
る
。
 

一
生
月
 ロ
 キ
リ
シ
タ
ン
存
続
の
理
由
 

（
一
）
そ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
に
内
在
す
る
も
の
 

 
 

 
 

ッ
 ク
ノ
 

孜
孜
孜
 

払
 ム
 
云
の
白
 

口
焼
爪
的
 

斗
立
ぼ
し
 

劫
胆
白
口
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三
 O
 

 
 

来
し
得
た
の
は
㈹
に
 基
く
 。
 

 
 

 
 

存
続
の
根
本
原
因
を
こ
の
 

 
 

ン
も
 今
な
お
こ
れ
・
を
尊
重
し
て
い
る
。
 

⑫
 

 
 

 
 

の
 正
信
の
大
部
を
失
っ
た
 

 
 

で
き
る
も
の
が
多
い
。
 

⑱
 

 
 

暗
諦
 に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

は
 容
易
に
さ
め
ず
、
潜
伏
 

 
 

 
 

 
 

が
 伝
承
さ
れ
て
 ぃ
輌
 

で
も
農
業
を
営
ん
で
生
活
 

 
 

 
 

事
が
皆
 そ
の
内
部
で
用
 

 
 

 
 

却
っ
て
都
合
の
よ
い
点
さ
 

 
 

 
 

自
ら
求
め
て
他
の
社
会
と
 

 
 

 
 

生
 を
受
け
た
意
義
を
完
 ぅ
す
 

 
 

 
 

ぜ
 め
に
も
 火
 あ
ぶ
り
に
も
 

 
 

 
 

ら
な
か
つ
た
と
同
じ
よ
う
に
 

 
 

 
 

あ
る
か
ら
、
度
々
誤
算
 

 
 

 
 

間
取
り
た
こ
と
や
、
浦
上
 

時
代
 

を
弁
 

え
あ
 

の
感
 

必
需
 

る
と
 

穴
づ
 

、
教
 

し
て
 

信
徒
 

私
債
 

と
は
 

7
6
 



一
 
-
 
一
づ
 

 
 

 
 

あ
っ
た
。
す
で
に
 十
セ
 世
紀
前
 

⑮
 

 
 

 
 

と
 予
言
し
て
居
り
、
時
が
来
れ
 

⑯
 

 
 

 
 

フ
テ
ィ
 ジ
申
ン
 等
の
宜
教
師
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
で
は
な
か
っ
た
。
一
八
三
二
 

⑱
 

 
 

 
 

蔓
を
求
め
る
よ
 う
 と
命
じ
た
。
 フ
 

 
 

 
 

つ
た
 日
本
人
を
ジ
ラ
一
 
の
が
実
 

 
 

 
 

却
 に
至
る
隠
れ
た
宣
教
師
の
多
 

 
 

 
 

由
来
す
る
。
幕
末
に
あ
ら
わ
れ
 

 
 

 
 

ズ
子
 会
、
フ
ラ
ン
シ
ス
 デ
会
、
 

 
 

 
 

を
 以
て
探
し
求
め
た
。
等
し
く
 キ
 

 
 

 
 

ら
ぬ
熱
愛
を
以
て
、
日
本
に
お
 

け
る
 キ
ン
シ
タ
ン
の
復
活
に
心
魂
を
傾
注
し
た
。
 

 
 

 
 

教
師
等
は
、
秀
吉
以
来
の
 キ
 

 
 

 
 

が
 現
世
に
お
け
る
徳
川
政
権
の
 

 
 

 
 

対
す
る
忍
従
の
久
遠
、
武
器
 
の
 

⑳
 

 
 

に
 対
す
る
希
望
の
陽
光
で
あ
る
と
見
た
。
 

 
 

旧
 キ
リ
シ
タ
 ソ
 の
納
戸
神
と
そ
の
由
来
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て
い
る
。
⑳
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 

数
名
が
勇
敢
な
殉
教
の
死
を
と
 

ハ
 0
 九
年
に
は
ガ
ス
パ
ル
西
友
 

。
し
か
し
篤
信
な
島
 主
 の
 許
 

一
 
-
 
一
仁
一
 

 
 

 
 

ン
 に
も
共
通
な
る
は
勿
論
 

 
 

 
 

と
が
考
え
ら
れ
る
。
早
く
も
 

 
 

 
 

目
籠
手
 目
 、
一
部
の
両
氏
が
 

 
 

や
が
て
全
島
民
が
信
徒
と
な
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
 年
 報
は
生
月
及
び
 島
主
 ア
ン
ト
 ュ
 

 
 

 
 

初
期
三
十
年
を
叙
す
る
に
当
り
 

 
 

 
 

大
部
分
生
月
、
鹿
島
（
た
く
 

 
 

 
 

は
 総
数
の
約
六
割
を
占
め
た
と
推
定
さ
れ
る
。
 

 
 

 
 

鎮
信
の
キ
サ
 シ
タ
ン
圧
迫
 

㊨
 

 
 

 
 

島
 に
見
ら
れ
る
キ
リ
シ
タ
ン
 

 
 

 
 

全
的
団
結
と
が
 相
侯
 つ
て
こ
の
 

因
を
強
力
に
し
た
も
の
と
考
え
る
。
 

 
 

 
 

島
の
最
短
隣
接
点
を
結
ぶ
 

 
 

 
 

玄
海
の
波
に
身
を
任
さ
ね
ば
 

ら
ぬ
。
 

な 航 主 の げ 可 に t. ょ し 、 オ 人 望 で 
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旧
 キ
リ
シ
タ
 ソ
 の
納
戸
神
と
そ
の
由
来
 

一
一
一
 

コ
 ・
 
一
 

 
 

下
う
 な
 

 
 

 
 

せ
る
。
 太
 さ
は
壱
岐
、
大
島
 

 
 

 
 

月
島
の
北
半
も
壱
岐
を
中
心
 

 
 

 
 

、
そ
の
他
に
あ
ま
り
注
意
 ヰ
 
-
 
、
 

 
 

 
 

勢
 に
お
か
れ
だ
こ
の
鳥
の
人
 

 
 

 
 

し
だ
。
日
本
国
 申
が
 キ
リ
シ
 

 
 

 
 

以
て
仲
間
の
う
ち
か
ら
二
十
 

 
 

 
 

と
 尊
敬
を
以
て
語
り
伝
え
る
 

 
 

島
の
内
外
に
存
在
す
る
 "
 

 
 

 
 

、
見
張
り
の
役
人
心
見
一
、
 

⑳
 

 
 

 
 

に
見
る
・
単
に
祭
祀
の
団
体
 

 
 

 
 

し
み
深
 き
 コ
ン
パ
ン
ヤ
（
後
述
 

で
あ
る
。
 

⑧
 
Ⅰ
 
@
 

 
 

 
 

者
の
形
跡
が
全
然
な
 い
 

 
 

 
 

を
 悉
く
殺
さ
し
め
た
こ
と
が
 

 
 

あ
る
。
 

松 坂   だ 兄 数 数 タ 々 れ と   
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漁
業
本
位
の
一
部
 浦
と
山
 m
 

 
 

落
 が
開
け
、
一
部
、
堺
 目
 、
 

（
二
）
納
戸
神
の
お
 宿
と
 、
お
札
の
コ
ン
バ
ン
 ヤ
 

 
 

る
と
ず
ぐ
目
に
つ
く
 所
 

 
 

Ⅰ
 、
ら
 

 
 

 
 

け
 
Ⅱ
、
神
棚
 と
 ム
壇
と
荒
神
棚
が
ま
つ
ら
れ
て
あ
る
が
、
 

納
戸
 

 
 

 
 

行
政
区
画
は
南
を
山
田
、
北
を
 

 
 
 
 

 
 

 
 

順
に
 桝
目
、
 
里
 、
山
田
の
・
 -
.
 

農
 

部
 の
も
の
は
黒
崎
 圧
島
系
 で
あ
る
 "
 ⑳

 

 
 

 
 

小
島
で
長
さ
十
キ
ロ
、
 

  

三
四
 

二
 
納
戸
神
の
分
布
と
宗
田
の
 紬
綾
 

⑨
 

（
一
）
平
戸
・
生
月
の
旧
キ
リ
シ
タ
ン
部
落
 

 
 

外
海
に
面
す
る
数
部
落
に
限
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

日
ゃ
 堤
 
（
 つ
 っ
 み
 ）
 

 
 

 
 

こ
ぎ
渡
れ
ば
最
初
に
着
く
の
が
 

⑳
 

 
 

 
 

十
数
キ
百
に
わ
た
っ
て
 旧
 キ
リ
シ
 

 
 

 
 

亡
リ
 
Ⅰ
も
 う
ヱ
 
Ⅰ
 ム
リ
ふ
 

Ⅰ
 
ろ
 織
目
、
猛
 川
 

 
 

 
 

の
 遺
跡
・
納
戸
神
を
保
存
す
る
 
 
 

 
 

0
 章
積
の
南
部
と
ホ
ヵ
 津
 ・
の
 
東
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旧
 キ
リ
シ
タ
 ソ
 
の
納
戸
神
と
そ
の
由
来
 

  

三
五
 

 
 

 
 

」
等
の
こ
と
も
考
慮
さ
る
べ
 き
 

⑱
 

 
 

公
表
を
気
づ
か
 3
 人
も
あ
る
の
で
、
姓
名
は
略
記
し
、
 年
代
を
示
さ
な
い
。
 

 
 

「
つ
も
と
」
と
呼
ば
れ
る
三
、
四
十
戸
の
家
に
秘
蔵
さ
 れ
て
い
る
。
お
宿
は
世
襲
の
も
の
 

 
 

 
 

固
有
の
名
が
つ
い
て
居
り
、
 
そ
 

 
 

居
る
。
 森
 ・
福
崎
、
堺
 目
 、
 里
 、
山
田
の
農
部
落
の
 各
戸
は
、
す
べ
て
何
れ
か
の
、
お
 

  

 
 

 
 

れ
 も
と
の
お
宿
か
ら
離
れ
ず
、
 遠
 

 
 

 
 

ま
っ
た
も
の
も
 歩
 く
な
い
。
 

 
 

 
 

団
 の
こ
と
を
 ゴ
ッ
 シ
ャ
と
坪
・
 

ふ
 

 
 

る
ら
し
い
。
幾
つ
か
の
 ゴ
ッ
 シ
ャ
の
上
に
（
大
体
一
つ
 の
 触
に
一
人
の
割
で
）
「
授
 け
役
 」
 

 
 

 
 

齢
の
上
下
に
か
か
わ
ら
ず
一
お
 爺
 

 
 

 
 

る
卜
 
Ⅱ
 
ヒ
 ス
 ポ
や
 バ
テ
レ
ン
 
ノ
と
 
云
 う
三
 
二
口
 

 
 

 
 

想
 さ
せ
る
。
 

 
 

 
 

る
 小
寒
団
の
頭
で
後
に
述
。
 へ
 

 
 

 
 

組
 に
起
源
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
 

 
 

 
 

つ
 た
の
か
耳
に
親
し
い
の
で
、
 こ
 

 
 

 
 

二
番
役
…
・
 ヰ
そ
 役
と
区
別
が
 

 
 

 
 

は
 
「
宮
座
」
に
類
似
す
る
こ
と
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。
岡
本
だ
け
は
大
組
で
三
 

  

  

  

M 

大 

l Ⅰ l   
先   
  

 
   

宿
 

M 

末 

氷
   

うし   
/ Ⅰ   
五 
プし   

て転 前 
そ、 の 
こ合 お 
には 宿 
祀 円石 
つ 外光 

てに い 小が 家 
る堂大 

。 を 分 
建へ 
て移 

堺 森 ・ 

岳 
崎   

  l 隣 

  

藤 接 
  
  

  本 蔀 
浦 Ⅰ     石   
も 
お 
宿 

か た で 

あ 
@ 

と ⅠⅡ 

宿福 券 

紐 

K M 鸞 

橘鳥 探 
  

木山 ㌍ 

が ， 

      多 
毅一 

-- 一一 --  p 
'< と / 

  包 
O 入 合         
放 牧 
に       
    

一 組紐 

  

  

@ 
一 ""     

  

四 へ 

l Ⅰ l 

  
よ   

  

一 " 

" " 一 

ヒ ヨ 
  一   

崎 岳   
  

岩 

T 

次   
し 大 

ゆ 

久 

  

じ 保   
D@ H 

川 田 

崎 元 
  

三 四   
          
O 八   

 
 

 
 

六
一
三
五
一
枚
に
一
組
 

 
 森 

  
M 

岩 

- ド 

先 

重 岳 

五 の 

虫に 「Ⅰ   
T@ T 

増 大 

山 岡 

五 光 
  

二 八   
  
  

牧 
  
  
紐 

部 

- 落 

授 

名 

げ 

粟役   
就お 

名宿 

共の 

連名 

御 

名 

番 

  
  
ソコ 支 

                配 

  一 下 

戸 数の 

摘 

要 

  

  

  

  

  
  

  

お
宿
世
襲
の
も
の
 

  

  
  

  
  

  

      
六   

 
 

 
 

  



，
旧
 キ
リ
 ノ
タ
ソ
 
の
納
戸
神
と
そ
の
由
来
 

三
七
 

㏄
 

 
 

  
  

 
   

 
 

 
 

    
  

  
 
 

 
 

  
 
 

  

  田 山 部 
  落     正ヒ   触           馬 触     

某 某 某 不   M 。 。 才 ， 受 

末 田   り Ⅱ 

  
名 : 

松 

定 村 氷 原 
    げ 
  

  
    

先       
    
敬治 

坂 神 傘 松 中末吉松岩 川 早船 レ十 船中佐 名 
城 た五 

も月 
本 田 石 原 山大川六元 上 山原 のに原山。 

  
    

  番革製 外 蕃 義光 芽蕃 義光 
  茗善 先 席次 １ l 役 

    
    ソコ 。 支 

五五・七一四五一一五二五五二 %   三四二 ヤ 接 轟こ ソ パ酉己 ・     
    戸 ・ 下 

              
五 ， 四 数る浦 
又 又   約 一一   

支部   配に 
0 . 0 三 0 0 0 0 六八五   0 ）九 戸 あ     

の た 口 授 適 に氏 まオ は 十     

H  五 ・ 妻 寒小 は 「 れドハツ オ 六一 し一 L Ⅰ 一 " " " 役 け 往者 譲っ 力 る フニア ライ - 
  年 九四 二 死去 十戸 年収の 独 なぎ 大力 こ ; を 
知 腐 食 ネ 身た 牧 後、 は 人 はめ 昭の 和た ら 

に 。 部 異再五め 
例び年授 ある   組 あ に 松役 

織 るっ氏を あ   要 
    い 花桶     

お
 宿
の
変
る
も
の
、
（
山
田
は
五
年
、
里
は
三
年
交
代
）
 

  

    



  

亡
一
納
 F
 神
の
性
質
と
由
来
 

（
一
）
隠
し
方
と
隠
 す
 理
由
、
そ
の
正
体
 

 
 

 
 

る
 。
こ
の
納
戸
に
一
・
内
の
神
」
 

 
 

 
 

ぅ
 こ
と
も
あ
る
（
民
俗
学
辞
典
 

 
 

 
 

は
 寝
室
で
な
く
て
物
置
で
あ
る
 "
 

 
 

 
 

り
 、
床
板
の
代
り
に
竹
な
ど
 
並
 

 
 

 
 

に
 障
子
を
用
い
て
光
線
を
取
つ
 

 
 

屋
で
な
い
。
 

 
 

三
八
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
、
百
セ
 

十
戸
の
獅
子
に
は
 

松
 

 
 

 
 

が
あ
る
が
後
の
二
家
は
昭
和
の
 

 
 

 
 

）
の
集
り
が
つ
づ
い
て
い
る
。
 

根
 

 
 

 
 

持
ち
ま
わ
り
保
管
し
て
い
る
が
 

御
 

 
 

 
 

田
 
五
郎
 
作
 
、
 
辻
初
 
右
衛
門
、
竹
 

 
 

 
 

も
や
は
り
遺
物
は
あ
っ
た
が
扱
い
 

に
 
周
り
山
に
祠
を
作
っ
て
納
め
て
し
ま
う
た
と
い
う
。
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か
ら
納
戸
神
は
一
弘
 

裳
 で
か
く
し
て
あ
る
 

生
月
に
は
 
ェ
レ
ン
 

旧
 キ
リ
シ
 

 
 

あ
ま
り
好
ま
 

 
 

 
 

N
g
 ざ
か
ら
 

タ
ソ
 の
納
戸
神
と
そ
の
由
来
 

 
 

所
 。
両
両
に
あ
ら
わ
れ
 

て
い
な
い
が
正
面
に
ギ
リ
ス
ト
の
画
像
が
掛
け
て
あ
る
。
 

 
 

箱
や
糸
車
な
ど
の
間
に
 
蔵
 っ
て
 九
 

 
 

三
九
 

 
 

、
っ
卜
 
祭
り
の
時
に
取
り
出
し
て
、
そ
の
納
戸
 

の
中
で
飾
り
つ
け
、
決
し
て
納
戸
の
外
へ
は
 

持
 

ち
 出
さ
な
い
。
妻
を
含
め
て
女
性
は
一
切
さ
わ
 

ら
ぬ
の
み
な
ら
ず
、
男
で
も
御
番
役
だ
け
が
 

手
 

を
 触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
，
祭
の
時
で
も
そ
の
 

前
で
礼
拝
す
る
の
は
御
番
役
だ
け
で
、
他
の
考
 

ば
 表
座
敷
に
座
を
作
っ
て
、
神
様
に
対
し
て
は
 

後
向
 や
横
向
の
ま
ま
 唱
 舌
口
（
オ
ラ
シ
ョ
）
 

な
唱
 

え
る
。
神
棚
・
仏
壇
・
荒
神
棚
の
三
 
つ
が
 見
易
 

い
 所
に
ま
つ
ら
れ
て
あ
る
ほ
か
、
床
の
間
の
あ
 

る
 家
な
ら
大
懸
皇
大
神
と
書
い
た
掛
物
を
 
、
ま
 

た
 鴨
居
の
上
に
は
額
に
し
た
恵
美
 
須
 ・
大
里
を
 

掲
げ
て
あ
る
。
こ
れ
ら
人
目
に
っ
き
易
い
神
を
 

総
称
し
て
「
 表
神
 Ⅰ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
。
 

だ
 

 
 

㏄ 



⑭
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
ほ
ど
 臆
暖
や
 カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
に
心
を
配
る
理
 

 
 

 
 

せ
た
の
で
、
主
人
に
ひ
ど
く
叱
ら
れ
た
妻
君
が
あ
り
、
 

団
の
カ
 と
の
深
い
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

し
か
し
こ
り
し
た
隠
匿
心
理
は
披
見
や
撮
影
を
申
込
 

 
 

 
 

つ
た
 -
 外
か
ら
の
往
訪
、
披
見
、
撮
影
が
 度
重
 つ
て
、
 

 
 

内
部
に
あ
っ
て
先
祖
か
ら
在
り
来
 

 
 

の
時
も
今
で
は
、
か
つ
て
の
よ
 -
 
フ
 

ノ
 セ
ン
ト
に
振
舞
っ
て
、
そ
の
心
理
的
な
虚
を
衝
 き
、
 撮
影
に
成
功
す
る
こ
と
も
二
三
 あ
 

 
 

心
理
は
少
し
変
っ
て
来
た
部
分
も
 

四
 O
 

 
 

り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
ざ
 

 
 

員
 が
集
っ
て
相
談
す
る
，
そ
の
 結
 

⑧
 

 
 

神
の
罰
の
あ
た
ら
ぬ
よ
り
、
集
 
っ
 

 
 

代
を
研
究
者
が
出
さ
な
い
な
ら
ば
、
 

ラ
一
 ジ
ュ
で
な
く
て
、
神
事
に
必
須
の
要
件
な
の
で
、
 

い
 少
量
の
芋
焼
酎
で
も
飲
ま
 

 
 

も
あ
る
 

 
 

処
刑
の
影
響
に
由
来
ず
る
屯
の
に
 

 
 

ャ
 モ
 ノ
 を
嫌
 う
 心
理
が
神
様
に
 

 
 

こ
と
が
あ
り
、
う
っ
か
り
撮
影
さ
 

 
 

じ
ら
れ
、
再
び
私
を
寄
せ
う
げ
な
 

 
 

題
 か
大
ぎ
く
な
る
。
大
正
十
円
 年
 

 
 

聞
 記
者
た
ち
の
発
表
す
る
も
の
は
、
 

 
 

い
も
の
の
み
で
あ
る
，
隠
匿
 
と
宗
 

㏄ 



旧
 キ
リ
シ
タ
 ソ
 の
納
戸
神
と
そ
の
由
来
 

  
  

 
 

葉
 が
的
確
に
何
を
 

 
 

の
神
の
御
番
役
と
 

 
 

か
こ
つ
げ
て
一
杯
飲
 

 
 

や
は
り
納
戸
神
の
 

    

み
 弟
子
 

一
め
る
の
 

神
秘
 カ
 

指
す
の
 

種
 

 
 

 
 

神
 

戸
 

納
 

 
 一

 '
 
一
 

 
 

其
 

写
 
・
 

 
 

年
以
 

 
 

く
見
 

を
 信
ず
る
力
の
方
が
強
い
こ
と
を
実
感
す
る
 

 
 

さ
れ
 

 
 

 
 

 
 

一
 

 
 

月
 

 
 

氏
が
 

 
 

と
し
 

 
 

反
省
 

 
 

大
に
 

 
 

る
も
 

 
 

 
 

 
 

が
蔵
 

め
ら
れ
て
い
た
。
 

御
 隠
居
様
 

前
述
キ
リ
ス
ト
の
画
像
よ
り
更
に
古
い
素
人
作
り
の
 

軸
で
画
面
煤
け
て
不
明
。
（
写
真
㈲
の
右
方
に
巻
 い
 

て
 立
て
掛
け
て
あ
る
も
の
）
 

四
一
 

銘 



  

と
は
十
六
枚
一
組
で
あ
っ
た
こ
と
は
後
に
述
べ
る
。
 

写真 ( 三 )  お礼 

つ 如 
て く 神 六 ， 日   お 
い す 田 も ア   
紳 - 「 も 

  
写   に キ 

前 な の     

 
 

裏
に
模
様
や
文
字
が
か
い
て
あ
る
も
の
。
十
数
枚
を
 

小
 
飯
櫃
に
入
れ
て
あ
っ
た
。
も
 

  

巨
 
ザ
リ
 
オ
 
の
代
用
品
（
写
真
㈲
）
 

四 
    

㏄ 



旧
 キ
リ
シ
タ
 ソ
 

の
納
戸
神
と
そ
の
由
来
 

 
 

四       

数
ヵ
所
 

人
 

 
 

L イ ) 

肉 
筆 
画 
掛 
軸   

く 3 Ⅱ [2) 

上キ 
月 リ 

の ス 

舜け ト 

教、 を 
者抱 

け @ 
る 

聖 
付 

Ⅰ ， 

五四 
カ カ 
所所 

一 l- 

七幅 福 五 

 
 

 
 

て
 抽
象
的
に
記
す
。
 

 
 

前
人
 幅 

  

F@ E@ D@ C@ B 

た お お お お 
も ま テ 氷 木 L 

と ぶ ン （ （ 
神 り ぺ 聖 旦 

（（ 原寸 ン水ザ シレ   

形 字 ャ   

の 

0 ロ 形ハ 0  % 
ザ 紙 の 

代 
用 

リ 片 瀬 
  

口 Ⅰ 

ョ ）     
よ カ ヂ   

    
    

  

  

し円   
の川 

づ目 

  
    

 
 

 
 

月
神
と
い
う
の
は
こ
の
六
つ
の
 総
 

 
 

 
 

を
 納
戸
神
と
し
て
発
表
さ
れ
た
 

 
 

 
 

光
 換
気
共
に
甚
だ
不
十
分
な
の
 

 
 

 
 

写
の
場
合
は
古
い
方
は
決
し
て
 捨
 

 
 

も
あ
る
。
 

つ
ご
 

広
義
の
納
戸
神
六
種
と
そ
の
由
来
 

 
 

 
 

し
 、
そ
の
由
来
を
考
え
る
。
 

 
 



 
 

  

写真 ( 四 ) 納 ハ村 キリ ス、 トと 信じられているもの 

実 て 尊 真 つ 産 こ 始 呑 も す ザ の 
  、 の ㈹ た 物 と め 役 あ る り 如 @/) 

へ る キ ナ く の 

  

    
尊 れ 釈 写 縮 め る て 御 ・の 味 ロ の 

 
 

 
 

節
 で
述
べ
る
 

一
力
 所
 

キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
 像
 
（
新
口
四
）
 

  

版 

画 

  
  
カ 

前 月 

 
 

だ
も
の
 

  
カ 

前 月 

四 
四 



  

旧
 キ
リ
シ
タ
 ソ
 

の
納
戸
神
と
そ
の
日
来
 

不 明 ゼズス 榛 一   マリヤ 様 

写真 ( 五 ) 田中氏の納戸神 

㈲
聖
母
像
の
多
く
は
助
ぎ
イ
エ
ズ
ス
を
抱
い
て
 
居
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

明
瞭
に
画
か
れ
て
い
る
。
 

カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
第
七
二
 0
 頁
に
掲
出
し
た
も
の
 

 
 

  

四
五
 

9 Ⅰ 



 
 

 
 

ス
は
石
 抱
き
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
手
拭
を
か
ぶ
り
、
 
杖
と
ヮ
 

 
 

抹
 す
る
も
の
か
。
 

㈲
生
月
の
殉
教
者
で
画
像
と
な
っ
て
い
る
の
は
 

ア
ン
ト
ー
さ
 さ
 

一
力
 所
 

バ
ブ
 音
｜
さ
ま
 

一
一
力
 
所
 

マ
 ザ
ヤ
 禰
 市
兵
衛
さ
ま
一
一
力
 所
 

写真 ( 六 )  マ リ ヤ 様 

四
 ム
ハ
 



3
 

ほ
 キ
リ
ン
タ
 ソ
 
の
納
戸
神
と
そ
の
由
来
 

四
七
 

 
 

   
 

ね
い
 て
る
二
幅
の
中
に
見
ら
れ
、
 京
 

 
 

ル
 語
に
な
ら
っ
て
 u
 を
 v
 に
発
音
し
 、
 そ
の
 v
 も
 b
 音
に
近
い
の
 て
 。
ハ
ブ
 
ロ
 と
な
っ
た
）
。
 

都
 大
学
の
平
戸
学
術
調
査
報
告
に
そ
の
写
真
か
出
 

て
い
る
 -
 平
戸
郷
土
誌
は
 島
主
 籠
手
出
 ア
 

ン
ト
ニ
オ
ら
し
く
思
わ
せ
る
が
、
伝
説
に
 

は
 ア
ン
ト
ニ
オ
 
庄
平
 と
あ
り
、
櫛
目
に
は
 

充
 
劫
 さ
ま
は
サ
ン
バ
ブ
ロ
ー
と
の
 

範
の
殉
教
を
記
念
す
る
松
の
大
木
が
あ
っ
 
た
。
。
ハ
ブ
 

p
 一
 

 
 

様
 
も
去
 ぅ
が
 、
こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
の
使
徒
 

聖
パ
ウ
ロ
を
意
味
す
る
の
で
な
く
、
 
堺
目
 

ヤ
 

上
宿
の
池
の
上
に
 
H
 岡
本
氏
の
納
戸
神
と
 

リ
 
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
俗
名
幸
四
郎
の
こ
と
 

マ
 
で
あ
る
。
岡
本
氏
の
家
と
池
を
は
さ
ん
で
 

廿
 
相
対
す
る
位
置
に
幸
四
郎
 
山
と
 云
 う
 松
の
 

 
 

頭
森
 が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
 菩
城
 神
社
 

と
刻
み
こ
ん
だ
石
の
小
さ
い
鳥
居
が
か
く
 

さ
れ
て
い
る
。
古
城
は
幸
四
郎
で
あ
る
。
 

絶
対
に
斧
を
入
れ
ず
、
立
ち
入
り
に
は
 
必
 

ず
 草
履
を
ぬ
ぐ
。
戦
後
 松
喰
虫
 に
あ
ら
 さ
 



 
 

 
 

を
 以
て
語
ら
れ
て
い
 

 
 

 
 

洗
濯
」
中
上
げ
た
。
 

を
 思
わ
せ
る
外
人
で
あ
る
。
（
写
真
㈹
）
。
 

が
 飢
の
代
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
 

描
 き
 添
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 

 
 

こ
ん
な
姿
を
さ
せ
た
も
の
と
考
え
る
 

 
 

釦
で
 首
を
は
ね
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
 像
 

 
 

 
 

が
 罰
を
恐
れ
て
放
置
し
 

て
は
何
等
知
る
こ
と
は
 

四
八
 

 
 

 
 

⑳
 

 
 

カ
 る

 。
 山
 

ク
 信
徒
 

ヒ
 タ
ン
 

。
弓
矢
 

に
飢
を
 

94 



  

銅
牌
で
 長
 

ち
し
た
 聖
 

神
様
」
と
 

の
 婦
人
た
 佳

一
 

0
.
 

セ
セ
 

母
 儀
は
 、
カ
ト
 

し
て
尊
ば
れ
、
 

ち
も
参
詣
す
る
 

旧
 キ
リ
シ
タ
 ソ
 

 
 

真
 ㈲
）
三
日
月
を
ふ
ま
え
、
 頭
 

 
 

母
 サ
ン
タ
マ
リ
ヤ
様
の
金
仏
様
」
  

 
 
 

産
 待
ち
」
と
称
し
て
、
鳥
山
氏
 

⑱
 

の
 納
戸
神
と
そ
の
由
来
 

の
ま
わ
り
に
七
つ
の
 

一
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
 

の
支
配
内
の
み
な
ら
 

は
こ
の
銅
牌
を
長
ざ
 

四
九
 

星
 を
め
ぐ
 

「
お
産
の
 

ず
、
浦
郡
 

一
縮
①
 セ
 

殺 

 
 

-
 
ダ
ン
 ヂ
 ク
様
と
称
し
、
病
気
の
平
癒
 

  や
 、
出
征
兵
士
 

蛆
 聖
人
 

力
方
、
柵
 

立
儲
市
街
る
べ
 

卸
に
 

き
か
拐
ヰ
、
 

る
も
の
が
 

突
 き
 

 
 

リ
 
も
の
も
あ
 

 
 

 
  

 
，
，
紺
 

神
秘
感
を
 

 
 

九
の
画
い
た
 

 
 

臆
 
か
め
ば
り
 

へ
た
屯
の
 

 
 

ム
 武
運
を
祈
っ
て
い
る
。
 

を
描
い
た
と
称
ふ
 
9
 る
も
の
 

一
球
の
上
に
十
字
架
を
杖
の
 

て
 、
全
体
が
琵
琶
 師
 を
思
 

め
り
、
キ
リ
ス
ト
の
部
に
 

ム
 

と
も
思
わ
れ
る
、
全
然
不
 

る
 

の
中
に
は
ぞ
の
画
風
 何
 、
」
 

与
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
 

拙
画
で
原
図
又
は
原
作
者
 

得
る
の
ば
た
だ
一
 つ
 最
初
 

だ
け
で
あ
る
。
 

堺
 白
鳥
山
氏
方
の
鋳
造
さ
 が

数
 

よ
 う
 

-
 
ぜ
牙
 

≦
 ・
 

入
れ
 

リ
目
ヮ
 

咀
 Ⅰ
 

な
ノ
ヘ
 

素
人
 

ト
 @
C
 

、
こ
述
 

・
 
@
 

一
て
Ⅱ
一
よ
 

イ
 @
@
 

 
 

 
 

が
 泣
い
た
の
で
発
見
せ
ら
れ
て
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金 が で に ン 

 
 

 
 

て
の
外
に
、
た
も
と
 

"
 

 
 

 
 

古
ほ
つ
い
て
の
詳
細
は
 

神
様
扱
い
に
し
た
四
つ
の
 品
 」
 
ゲ
 -
 

の
掛
 軸
に
仕
立
て
た
も
の
は
外
に
 

写真 (+) 納戸神「おん 刊     u, ゾ タマリヤ 傲 -. 

「
イ
ズ
 ッ
ポ
 

の
後
取
 

来
 て
な
さ
れ
て
あ
る
、
 

だ
こ
の
，
 -
 
・
種
の
呪
物
は
 

げ
の
 祈
禧
 用
に
必
須
の
 

て
 聖
母
像
を
取
り
巻
い
 

人
力
の
信
仰
や
宗
教
生
 

ソ
し
妙
 
て
あ
る
明
治
・
 一
 

「
四
日
川
村
元
と
 

作
の
病
気
全
快
祝
と
し
 

て
献
 け
だ
も
の
 玉
柵
め
 

か
 記
さ
れ
て
い
る
 "
 

り
が
緑
色
 

刺
繍
 て
表
 

病
気
や
災
 

も
の
、
 こ
 

た
趣
 巧
は
 

活
を
表
現
 

ド
 二
年
 卜
 

婦
人
か
愛
 

て
 白
ゎ
 刺
 

裏
に
日
付
 

チ
福
七
三
セ
ン
 

は
磨
滅
し
た
 文
 

⑪
 

き
 る
 。
掛
軸
の
 

五
 O
 

 
 

 
 

る
 。
そ
の
 

 
 

 
 

て
 読
む
こ
 

 
 

 
 

一
 
・
お
水
瓶
 

/
 コ
 

 
 
 
 Ⅱ
 
 
  
 

神
、
 

別
補
 

 
  

 

一
つ
 

と
が
 

一
と
 

の
毛
 

現
し
 

難
険
 

L
 
Ⅰ
 
メ
 
。
 
「
 
 
 
レ
 
ジ
 

こ
の
 

し
得
 

-
 月
 

児
熊
 

繍
し
 

と
名
 



 
 

 
 

い
が
、
文
字
に
あ
ら
わ
れ
た
 部
 -

 Ⅰ
Ⅰ
 

0
 
Ⅰ
 

五
一
 

旧
 キ
リ
シ
タ
 ソ
 の
納
戸
神
と
そ
の
由
来
 

 
 

 
 

の
 聖
母
」
の
画
で
 ゼ
ト
 
㌢
の
神
 ぎ
由
 

 
 

 
 

ミ
と
 英
語
も
記
さ
れ
す
、
い
る
，
 
，
 

 
 

 
 

甘
故
 の
 為
 伝
統
の
心
の
 

 
 

 
 

資
格
」
 
竺
 云
々
す
る
者
も
お
る
 

B
 
 お
 礼
 
（
 臣
 ザ
リ
 ヨ
 の
代
用
品
）
 

  

 
 

 
 

 
 

と
こ
ろ
な
く
、
私
が
カ
ト
リ
 

 
 

 
 

こ
う
し
た
変
形
を
受
け
た
例
を
 

⑱
 

 
 

 
 

を
 確
認
せ
し
め
る
有
力
な
資
料
、
 

 
 

 
 

の
な
く
な
っ
た
浦
部
に
も
、
 
ん
 

 
 

 
 

況
や
宗
教
持
続
の
自
然
的
、
超
 

と
あ
る
が
、
キ
リ
シ
タ
 

三
の
も
の
が
、
カ
ト
リ
 

御
番
役
 Y
 船
 陳
氏
が
語
 

曲
 つ
ひ
 
珪
ト
 
の
曲
 弓
 0
 の
 
ヰ
 
0
 ）
 

 
 

国
 派
遣
宣
教
師
・
一
の
手
か
ら
出
た
も
の
と
推
測
す
る
。
 
下
記
 第
 

 
 

の
 宣
教
師
に
懇
望
さ
れ
て
、
交
換
的
に
入
手
し
た
と
、
 
当
時
の
 

 
 

 
 

羊
飼
・
一
の
 

「
納
戸
神
の
祭
礼
」
に
譲
る
。
 

 
 

 
 

聖
 ヨ
ハ
ネ
の
 像
 、
説
明
の
文
 

 
 

目
 @
 の
，
 
・
Ⅰ
仁
郎
 
巴
 

  



 
 

と
あ
る
。
 

 
 

 
 

祈
り
）
を
唱
え
ら
れ
」
で
あ
 

て
 罪
を
痛
悔
ず
る
恵
み
を
こ
い
ね
が
わ
ん
。
 

 
 

 
 

母
の
御
取
次
に
よ
り
 

⑪
 

現
在
の
祈
 腐
善
 に
は
 

さ
れ
し
、
お
ん
血
の
め
せ
を
 、
 流
し
 拾
う
 こ
と
 

  

  

御
は
所
の
そ
め
た
も
と
 

ぎ
 せ
あ
に
ま
の
も
り
 

の
内
 お
の
ら
 さ
 お
な
さ
 

れ
せ
御
ち
涛
，
ぜ
 な
ぜ
 

た
も
 

 
 

 
 

第
一
の
も
の
に
相
違
な
く
、
 

比
 

 
 

よ
 り
写
す
と
、
 

 
 

 
 

の
 お
ら
し
や
を
 、
な
 

 
 

 
 

字
を
各
行
別
々
に
記
せ
ば
，
 

天
一
お
ん
な
る
ぜ
 つ
 ぎ
り
 人
 

 
 

 
 

 
 

五
・
 
ヱ
 

 
 

 
 

一
面
に
記
さ
れ
た
文
字
は
現
在
 行
 

 
 

0
 集
会
の
仕
方
を
推
定
せ
し
め
る
。
 



C
 
 お
氷
 
（
聖
水
 じ
 

 
 

 
 

る
と
共
に
神
と
称
す
る
こ
と
も
 

 
 

 
 

り
 、
そ
の
霊
水
又
は
霊
水
入
り
の
 

 
 

 
 

八
二
二
年
友
一
Ⅲ
八
二
四
年
に
数
案
 

 
 

 
 

門
 、
同
じ
一
六
二
二
年
の
六
月
 

 
 

 
 

ト
ガ
ル
 語
 土
日
読
は
 
ジ
 ス
ワ
ン
で
 

 
 

旧
 キ
リ
シ
タ
 ソ
 の
納
戸
神
と
そ
の
由
来
 

五
三
 

 
 

 
 

 
 

め
り
 、
そ
 -
 
れ
は
 ロ
ザ
リ
 
ヨ
 の
最
初
 

 
 

の
 親
玉
に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
 -
 

 
 

 
 

る
こ
と
が
で
ぎ
る
 @
 キ
リ
シ
タ
 

 
 

ぎ
 こ
と
が
多
い
の
で
 
別
稿
 に
譲
る
 

二
種
に
わ
た
る
 

区
別
し
て
い
る
 

の
番
 "
 
す
 ，
 
竺
 記
し
 

 
 

 
 

に
記
し
 ノ
 
。
 
、
 
・
 
-
 
種
を
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
 こ
と
も
あ
る
。
 

 
 

 
 

な
し
に
は
意
味
の
わ
か
る
筈
が
な
 

 
 

い
プ
 
の
 

 
 

 
 

が
 思
い
つ
い
て
木
札
を
作
り
・
 

 
 

 
 

者
で
な
い
こ
と
と
木
の
面
積
，
か
 か
 

 
 

 
 

で
の
云
い
方
は
ゴ
ロ
リ
ヤ
）
一
の
 

  

  



  
  

、 ソ 最 浴 等 

つ と ン さ   
の 書 ぺ   

し ィ た の 、 が 行 ク 

る に な 。 秘 

ヤプ 目 目 プ玉 

対 と 

す 呼 
る ぶ 

一ノ 節と し 

「   
ア 立 

    
  
と ヨ 

居での 唱えて ロ中山 Ⅰ い 

り、（ 飾 

神 制 
天 ）   

辺 に 
  昔 遊 。 な @, こ 

の い 

案 が 
物   
は セ 
苦 つ ら 五 新   

行 の わ ート 約   
に 罪     
使 源 れの 、 丸善 聖   0  % こ イ可 

 
 

 
 

目
 に
対
す
る
尊
称
と
し
て
も
用
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ほ
 キ
リ
シ
タ
ン
に
 よ
 く
 暗
話
 さ
れ
て
い
る
。
 

  
さ あ 
れ る 

て 所 
い か 

る ら 
，点 Ⅰ 

  

  

  
  
、 /  こ 

  の   
ウ に 
チ こ 
ス の 

タ 氷 
） が 

に 生 
8 月 
関 平 
達 声 
が め 

あ 旧 
る キ 
と サ 

考 シ 
え タ   
た ン 

い ⑪ に 

  
サ っ 
、 ノ て 
ジ 洗 

ュ ネし 

ワ 用 
ン に 甲 

は吉不可 

白 火 
の と 



一 十 層 別 類 な 聖 
産 字 り 意 し れ 力 E 氷 

  

  に形 沢の獅 " 。 " て い精 なト りお 各 

掛 、 ，く 。   
  

神 

ガ L 

こ @   
Ⅰ わ 

日 l 
キ 

つ たま - 見お ・一 

  

  
  
" こノ 

  

見 
る 
  
の 

お   
ア 

ン 
  
  
  

    

の 

用 
  

  彼 

等独 

特 
の 

田十 

Ⅱ 力 

    

お 、   
  

田   

工 01 

振 れ 
ヌ コ 三れ 目 " し 

手 グっ 力 L 
付 こ ら 
    クラ   び Ⅰ 

両 島 諸 
手 の ，点   
け の 意   
  ぶ @ 丈 

ヰ， り 窺 
い な お 

ヒ Ⅰ 。 ノ 49 @ @%.  ヘ 、 廿 t Ⅰ 

チ ぜ 今 
で る的で 

続 。 は 
げ 前 苦 
さ 青 巳 待 

ま お に 
に 水 は 
打 と 金 
ち 並 然 
振 用 関 
る し 係 

い。新年初頭 家 ぎよて、 正 用の家ぎよ なく使用され ィ， 
の 

  
来 恰 数 

のも個 も神 づ 
の 道 つ 

秘蔵 ガ、 お 、 の御 

リ ・・ n 幣 せ ら ヰ し / 
 
 

 
 

十
六
日
間
、
一
日
一
本
づ
 っ
 斎
戒
 

禧
 
幅
 製
す
る
と
 云
 ㌻
。
 
、
 

  

 
 

 
 

た
め
に
使
 う
 の
で
あ
る
 

の
 語
か
ら
転
じ
た
も
の
と
解
す
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

十
六
日
申
や
金
曜
 

 
 

 
 

%
 め
、
金
属
 
や
 、
寛
永
 通
 か

ら
・
 こ
 

日
な
ど
に
 

案
 の
如
 き
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め迷教納 ら結方 
」 て 信 仰 月 宮 某 氏 ， 続 

    

で 備 な 人 我 想 、 り 的 戸 
述 え り わ を ご         要 神 約 三神 /;  た -  る 。 」 L,  -  れ ， ,- - ぶ 邑が 刀 a ） 才り ： ィ， Ⅰ ク数 永に の祭 

神   、 こ 帥 曲 礼 の 
田 か こ 納 と に 引ぐ     退 
氏 漸 0-)  ド を は す 。 化 
の 
  けこ :;  Ⅰ中 元 ョ 衰 る 才 9, 
  白 片 は ざ 7% こ け 
囲巨 党 与 秘 ・ れ し と れ 
解 さ に 遷 た た か ば 
散 れ わ に の が わ ー - 

  
よ 層明 納戸 たる よつ 工人、 民俗 カヮ 。 
る 神 学 て 穏 、 的   
納 
戸 
卒中 

の 

保 
管 

@ 丈 

  
  

咬ゴリ 、 でな百が "  白ち " 

の 

    

土見 

任   
感 黄髪 i 括 ; 、 ニ ㌍ 汁 
の 

減 
/ 」ハ ツ " 

も @ 

    
刊う @( 

，マ り へ 

  
の 

適     

粗 
昆竹 ：Ⅰ 

カ レ か 」 

" /" Ⅰ 侍 吋 @ 

つ の 

ヰめ 

  

  
    

同   
様 し、タ -=-,. ） % 七 仕 古木 け トへ士 r く ㌔ -- , ズム ナノ F Ⅱ 一ボⅢ り 叩 トコ ， - 
の 留 ど 宗 は か だ 他 

殉 か に 月 祈 
教 ら 以 F つ に 禧 
%  超 上， 
の っ Ⅰ た ぬ 様 時 

が 神 の 一 

遺 た つ も よ の 竹 

物名，は と で づ -  と神 に楕は 5  %  に 
1,  あ べ （ 扱 に ざ 
て ろ て 原 ぅ 参 ん 

  ざ 在 宿 コ に た の 

  

れしに 、 い共 ザな印端 りつとに 
客 ロ 近 ョ て し 立 
観 ザ す の 居 て て 

的 にオ腕 りる残 片 る頂た 。 いり 
は の 物 な r   

取 組 で ど 棉 花 
る の あ ） る 者 
に 切 る 部 の 
足 れ が 落 耳 
ら た 、 も は 

あ 人     
  

， も / J 、 神 は 
そ葬 
れ っ 
を ナこ   守木 L り、 

に た い 
と 家 
し ぎ 

芙 " ミ所 
て よ 
着 め 
物 の 
に 式   緩 め 

い 代 ） @ 
ん に   

  ス一 コ 二 千鳥 

  お 居 

  
渉 ， 貢占   る つ 

  げ 
持ち にも   
q 歩 

す て 
べ お 

  てく 人 。 
文 た 
ば 所 目 玉 



旧 
  
  
  
  
  

  
納 
戸 
神 
  
  
  

由 
  来 

  五 
七 
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野
要
 左
衛
門
の
遺
物
、
 

 
 

杏
 氏
の
神
は
 
一
 
・
 
お
で
 

 
 

十
年
程
前
ま
で
は
こ
の
 

 
 

入
っ
た
。
柴
田
教
授
一
 

 
 

ら
 、
そ
れ
が
事
実
と
す
 

 
 

コ
ン
パ
ン
ヤ
が
 、
生
 

 
 

た
か
も
知
れ
な
い
か
ら
 

 
 

@
 
一
丁
六
・
一
二
）
 

 
 

し
 長
い
 象
 

 
 

は
し
の
 由
  

 

 
 

し
こ
存
在
 

 
 

れ
る
「
・
 辻
 

れ
ば
年
一
回
の
祭
礼
 さ
 え
も
な
い
で
あ
ろ
う
，
 

 
 

、
 根
 獅
子
 

 
 

て
も
、
 集
 

 
 

供
用
 

 
 

と
 か
 

 
 

ら
 

 
 

コ
カ
 

@
t
 
 

ム
 ）
 

 
 

と
 熱
病
が
治
る
と
信
ぜ
ら
れ
、
 

 
 

口
内
 
ガ
 0
 二
拍
 の
ぃ
 ㏄
の
 
巾
 と
い
㏄
㍉
の
 

 
 

Ⅰ
Ⅱ
Ⅰ
 

@
 
し
 Ⅰ
「
天
の
お
ろ
に
 ん
 さ
ま
」
 

 
 

る
 二
体
は
二
個
の
小
石
に
す
 

 
 

 
 

フ
ェ
テ
イ
シ
ズ
ム
 的
 性
格
が
 

 
 

 
 

の
 キ
リ
ス
ト
鋳
像
で
永
山
館
長
の
 

 
 

 
 

つ
 中
頃
コ
レ
ラ
に
か
か
つ
た
 時
そ
 

 
 

 
 

、
 -
 
平
戸
 島
 に
渡
れ
ば
、
南
越
 の
 

 
 

香
の
諸
家
の
も
の
が
あ
る
。
 



  

 
 

を
 中
心
に
。
 

 
 

リ
ス
マ
ス
）
を
中
、
心
に
。
 

 
 

 
 

 
 

し
く
調
べ
た
。
 

 
 

二
十
年
間
に
大
変
化
な
ぎ
を
 
確
 め
た
。
 

 
 

真
 撮
影
。
 

 
 

 
 

り
 成
り
、
各
問
題
に
番
号
が
つ
 

 
 

 
 

③
 同
 四
れ
 ゼ
 

の
同
四
 ①
 九
 

㈲
同
二
五
七
 

③
 同
 五
一
の
 

⑦
同
一
一
，
一
 

山
 
パ
 ー
 一
四
二
 

⑧
同
一
山
 ハ
ハ
 
）
 

⑨
同
一
工
八
一
 

⑩
 同
 -
-
 

一
五
ム
ハ
 

⑪
 同
 

⑫
 同
 二
一
（
・
）
ー
 

二
 一
二
 

 
 

の
 ア
カ
デ
ミ
ヤ
第
一
号
）
に
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
 

 
 

（
季
刊
宗
教
研
究
第
一
年
第
四
睡
）
 

 
 

 
 

小
 五
郎
氏
 訳
 目
木
切
 麦
丹
 宗
門
 史
 中
巻
 二
 0
 九
頁
 

 
  

 

五
八
 

 
 

 
 

 
 

礼
 」
を
書
い
た
が
本
誌
に
は
そ
の
 

 
 

表
す
る
 "
 

 
 

 
 

シ
タ
ソ
 
の
円
玉
 用
 行
事
の
行
わ
れ
る
頃
。
 

 
 

復
活
祭
）
を
中
心
に
。
 



五
九
 

旧
 キ
リ
シ
タ
 ソ
 の
納
戸
神
と
そ
の
由
来
 

  

㊥ ⑳⑲⑱⑰ 

古 
屋 
教 

に長 

松 
岡 
権 
司 
教 

切 「 
  

  - 叢 
  話 

及 - 
  浦 

l J@ l 
司 
教   著 

切 一 ・ 

支 
プ ・ ナ 

洗ロ カ     
川 @ 増 当年 々一 

復 

活一 

  
日 l@ 

禰         

セ 
            

と - / - Ⅰ 

丞 玉 
月 Ⅰ プ ; 

頁 

す 五 ， 

轟 緩 
刊卜 @% 
@ こ 一 従 っ 
" Ⅰ "  一 "" 

「 五 ・ 

ふ -. 。 '"   
  /¥ 
キ 年   
      は   
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⑭⑳ 

  

佗 こ第仮 とれⅡ・㌧Ⅰ．月照 切 万難とお 参 一で はぅ しッ シ に @   
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